
資料 2-1

平成 23年に実施する患者調査の概要 (案 )

1 調査の目的

この調査は、病院及び診療所 (以下 「医療施設」 とい う。)を利用する患者について、その

傷病の状況等の実態を明.ら かにし、医療行政の基礎資料を得ることを目的として 3年周期で実

施する。

2 調査の対象及び客体

全国の医療施設を利用する患者を対象として、病院の人院及び退院は二次医療圏別、病院の

外来及び診療所は都道府県別に層化無作為抽出した医療施設 (病院 :約 7千、一般診療所 :約

6千、歯科診療所 :約 1千 5百)を利用 した患者を調査の客体とする.,

3 調査の期日   
‐

(1)病院については、平成23年 10月 18日 (火 )～ 20日 (木 )グ)3日 間υ)う ち、病院ごとに指定

した 1日 とJ~る 。

(2)診療所については、平成23年 10月 18日 (火 )、 19日 (水 )、 21日 (金 )の 3日 間の うち、

診療所 ごとに指定 した 1日 とする。

(3)i塁院患者については、平成23年 9月 1日 ～30日 までの 1か月間 とする,,

4 調査票の種類及び調査の事項

(1)・ 調査票の種類

病院入院 (奇数)票、病院外来(奇数)票 、病院 (偶数)票、一般診療所票、歯科診療所票、

病院退院票、一般診療所退院票

(2)調 査の事項

性別、出生年月日、患者の住所、人院・外来の種別、受療の状況、診療費等支払方法、

紹介の状況、そυ)他関連する事項

5 調査の方法及び系統

医療施設の管理者が記 入する方式による。

なお、調査票に代えて磁気デ ィスク等による提出 t)可 とする。

厚生労働省 都道府県 保健所 一一一― 医療施設

L離所を設置する市__」
特   別   区

6 結果の集計・公表

集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行い、結果は集計後すみやかに公表する。

なお、医療施設に関す る情報の一部は、医療施設静態調査から得ることとす る。

7 標本設計

(1)抽出枠 (フ レーム)は、医療施設基本ファイルとする。



(2)抽出方法は、層化無作為抽出とする。 (500床 以上の病院については、悉皆調査となる。 )

(3)客体数は、地域別 (病 院の入院については二次医療圏まで、病院の外来く一般診療所及び

歯科診療所については者6道府県まで)推計が可能な数 とする。

(4)医療施設側の記入者負担軽減を図るため、病院については二段抽出をljt用 する。

(500床 未満の病院の入院・外来の患者のうち生年月日の末尾が奇数の患者については全調

査事項を調査することとし、生年月日の末尾が偶数の患者については「入院・外来の別」、

「性別」、 「出生年月日」のみを調査する。また、500～ 599床 の病院の入院・外来患者につ

いては生年月日の末尾が 1, 3, 5, 7日 の患者について、600床 以上の病院については生

年月日の未尾が 3, 5, 7日 の患者については全調査事項を調査することとし、それ以外の

患者については「入院 ,外来の別」、「性別」(「 出生年月日」σ2みを調査する。)



平成 23年に実施する患者調査の主な改正点 (案 )

口改正の趣 旨

医療行政に関連する施策の推進・企画立案の基礎資料として、傷病の状況について引き続
き調査を行うほか、医療行政に関連する制度の新設に対応 した調査項目の追加を行うととも

に、他の統計調査との重複する調査項目の是正及び記入者負担の軽減の観点から見直 しを行

う。

2.調 査 の枠組 み及 び標本設計等

標本設計において、多種多様な医療機関を適切に層化する目的から、病院は施設の種類及び病

床規模ごとの層から抽出を行つているが、それぞれの層のうち、対象施設数が減少 し単独の層と

して存続する必要性が低 く、調査精度上問題のない層について見直 しを行う。
○病院の層化
「老人性認知症疾患療養病棟を有する病院」、「感染症病床のみの病院」、「結核病床のみの病院」、
Fハ ンセン病療養所」の肖」除

3.主な改正点

○施策立案の基礎資料とするための追加項目
・肝炎の総合対策の推進のために「肝疾患の状況」を追加

〔病院入院 (奇数)票 (5)、 病院外来 (奇数)票 (5)、 一般診療所票 (5)、 病院退院票 (7)、 一般診療所退院票 (7)〕

。再入院の状況について、患者の動向と併せて把握するために「過去の入院の有無」を追加

〔病院退院票 (4)、 下般診療所退院票 (4)〕

。「入院前の場所」について、患者の動向を地理的に詳細に把握するため入院前の所在地を追加

〔病院退院票 (10)〕

・「退院後の行き先」について、患者の動向を地理的に詳細に把握するため退院後の所在地を追加
〔病院退院票 (14)〕



3.主な改正点 (続き)

○記入者負担の軽減の観点から変更

「ヽ過去の入院の有無」については、医療政策べの活用に有効な調査項目として退院票に追加 したため、病院入院 (奇

数)票、一般診療所票から削除
〔病院入院 (奇数)票H20(4)、 一般診療所票H20(4)〕

。「診療費等支払方法」の選択肢を統合 し、正式名称ではわかりにくい選択肢は一般的な略式名称へ変更又は補足説明

を追加
〔病院入院 (奇数)票 (6)、 病院外来 (奇数)票 (6)、 一般診療所票 (6)、 歯科診療所票 (6)、

病院退院票 (8)、 一般診療所退院票 (8)〕

・病院の「病床の種別」の「老人性認知症疾患療養病棟」は出現数が少ないため統合整理

〔病院入院 (奇数)票 (7)、 病院退院票 (9)〕

・「救急の状況」について記入しやすいように選択肢の整理及び項目名を「来院時の状況」へ変更

病院入院 (奇数)票 (9)、 病院外来 (奇数)票 (8)、 一般診療所票 (8)、 病院退院票 (11)、 一般診療所退院票 (11)〕

○ 調査項 目の整理

・「副傷病名」の選択肢のうち出現数の少ない「糖尿病 (性)足病変」を削除
・「ヨl傷病名」の選択肢のうち主傷病名の分類に統一するため、「糖尿病 (性)網膜症」を「糖尿病 (性)眼合併症」

へ変更
‐ 〔病院入院 (奇数)票 (5)、 病院外来 (奇数)票 (5)、 一般診療所票 (5)、 病院退院票 (7)、 一般診療所退院票 (7)〕

。「透析治療の状況」は、医療施設静態調査及び社会医療診療行為別調査により同等の情報が得られることから削除

〔病院入院 (奇数)票 H20(6)、 病院外来 (奇数)票 H20(6)、 一般診療所票H20(6)〕

,「がん治療の有無」は、医療施設静態調査及び社会医療診療行為別調査により同等の情報が得られることから削除

〔病院退院票H20(6)、 一般診療所退院票H20(6)〕



資料 2-3

平成 23年に実施する患者調査

調査票 (案 )

資料 2-3-1

資料 2-3-2

資料 2-3-3

資料 2-3-4

資料 2-3-5

資料 2-3-6

資料 2-3-7

病院入院 (奇数)票

病院外来 (奇数)票

病院 (偶数)票

一般診療所票

歯科診療所票

病院退院票

一般診療所退院票

厚 生 労 働 省



②
統計法に基づく
基幹統計調査 患者調査 (案 )

病院入院(奇数)票

平成13年 10月 18日 ～10日 (指定さオlた 13)

資料2-3-1
厚生労働省

※保健所符号

施設番号   H―

患者番号

記フ、上の注意

ヽ印欄には、記入しないでくたさい.

500～ 599床の病院について|ま 生年月日の末尾が 1、 3、

600床以上tめ病院 i二ついて:ま ■年月日√)ま 尾が 3.5、

(1)性 ツ1 1男  2女 (3〉 出生年 月口 1 平成  2 B召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患者の住所

区

町村

当院と同じ市区町 |・l内

当院と1ま 号1の 市区町|卜→ 都道

府県

:纂者の住所が東京都区部又:ま 政令指定都市 (来 )で、貴院のPF在地 LEKIが 異なる場舘ま、
12_を Cで囲み、区の名f午 まで記フ、してください

=

|(※ )政 令指定都市|ま 、FL幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横i兵 市、川崎市、相模原市、
新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸市、
同山市、広島市、1ヒ 九Jll市 、福岡市をいいます

:

市

郡

ヽ
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
ノ

(1)入院年 月日 ノ、院等 月日 1

2

平成

8召 千El

月年 日

lξ暑晋i増②
tlli甘

1liま1:き
ξノ

(5)受療の状 i兄

静雫驚襲言よヽ
1

1             1

1・気分:感情:障害  |
1膊■
時謂l繁

:

1 傷病の診断・治療 2 正常 分晩 (単 1台 自然 分晩 )

健康者に対十ろ接査、健康言う断 (査
'

正常妊孵 産じょくの管理

その他の保健サービス音理

3

54

(1)主傷病名

慢性肝炎 _、

´
肝硬変_又 :ま

に'E印をつ |す てください〔

肝及び肝内胆管の悪性新生物 _υ)場 合は、主傷病 ちが
~

該 当するもの

肝疾患の状 i兄

l B型 肝炎ウイ′レス(HBヽ
・
,F号性

2 C型肝炎ウイ′レスIHCヽ )「号性

3 B型肝炎ウイ′レスtHBヽ

'及

びC型月千炎 P/‐ イ′

4 B型肝炎ウイ′レス(HBヽ
')及

びC型肝 :́ウ イ′

ス(HCヽ )と も|こ 陽性

ス(HCヽ
‐
)ともに陰性

主傷痛名が外傷 (中 毒を含む)trl場 合:ま 、該当するものに1印をつ :十 てくださt

外傷この原因

t中毒を含む
'

不慮の事故

1 自動車交通事故

2 自転草交通事故

13 その他の交通事故

４

　

５

　

６

スホーツ中 71事故

転倒・転落

1～ 5以 |卜 の原因による不慮の事故

明

―ヽ
‐―
―
‐‐
ン

不は

傷

傷

明

又

自

他

不

靖

ρ

‐８

‐
い

ヽ
‐
‐

‐
‐
‐

‐
リ

(1)轟1傷病 名 (言 亥当するものすべてにIE印をつ 1す てください1)

01 副傷病なし

02 糟尿病 (合 |キ症を伴わないもの)07

03 糖尿病 (性 )腎症       08

04 糟尿病 (.1生 )眼 合iI症      09

05 糟尿痛 (性 )神経障害     10

06 03ヽ 05以 ●tの 合併症を伴う糖尿病 11

:巴満 (症 )       12

高1旨 血症 (脂 質異常症)13

高血rt(症
,

虚血性心疾患

脳卒中

間塞性末梢動脈疾患

大動脈疾患

{大動脈解離、大動脈瘤 )

慢性腎不全 (慢性腎臓病 )

精神疾患

その他の疾患

14

15

16



(6)診療費等
支払方法

「 該当するものすべて
|に○印をつけてくださ
| い 。

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

医療保険等、
公費負担医
療

I

/

(医療保険等)

健康保険・各種共済組 象本ノ、)

健康保険・各種共済組 欲 家族 )

国民健康保険

退職者医療

(公 費負担医療 )

高齢者医療
(後期高齢者医療制度 )

労働災害・公務災害

自動車損害賠償保障法

その他
を助由は詢

３

Ｅ
υ

ｎ
υ

06

ｎ
υ

‐ ｏ‐

‐

‐

‐ ｏ２

‐

‐

‐ ０３

‐

‐

．門

ｔ

し

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (措置入院 )

障害者 自立支援法 (育 成医療、更正 lk~療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの

４

　

　

　

５

１

　

　

　

２

精神病床

感染症病床

3結 核病床            6-11病 床

病院から 2 -lt診 療所から 3 歯科診療所から 4

介護老人福祉施設から     6 その他から  7

通常の受診

1 生命の危険 |ま 少ないが入院治療を要する

2 生命の危険がある

3 受け入れ条件が整えば退院可能

療養病床 (医療保険適用病床 )

療養病床 (介護保険i直 用病床)

１

　

　

５

介護老ノ、保健施設から

紹イドなし

救急の受診

〕

診療時間内の受診 2 診療時間外の受診

４

　

　

　

５

検査入院

その他

(7)病床の種らリ

(8)紹介の状況

(9)来院時の状況

(10)入院の状況

ヽ

‘―
―
フ

を兄状

いわ一一
日

し

査
択

調
選

′
ｔ



②
続計法に基づく
基幹続計調査

平成
=3年

10月 lS日 ～]0日 (指定された1日 )   | ※保健所存号

記入上tD注意

l※印欄には、記入しないでくださtヽ

2500～ 599床の病院について|ま 生年月日のま尾が 1、 3、 5、 7日 ρ患者について1乍 成してください
3600床以上の病院について:ま 三年 島日し')末 尾が 3.5、 7日 の患者

ω

揺

査

崎

調

来

請

醐

資料2-3T2
厚生労働省

施設番号   H一

患者番号

の輌 匠 につ いて :ま 三 年 月 日
= 日 の について 1卜 成してください

:

(1)性 号11 1男  2女 (2)出 生年 月日 l 平成  2 日召和  3 大正 4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 1

2

当院と同じ都i亘 時県内

当院と:ま 別tDtti置 時幹 都道

府県

(1)外来び)種別
１

　

２

通院

住診

i曇院

住診

言なF蜀 言

'1姜
医師以

'卜

t。 訪問

３

　

４

　

５

　

６

再
来

前日言

'療

t訪間ヽ

平成 23羊

弓 ロ

(5)受療tD状 ,兄

｀
｀      ノ

r‐ 15精神疾患_と ヽ
|は、以下の実患をいい |
Iます=       |
|         |

1鰊奮 |

1覇証燿臭夢
構継 行

|

1              ,

ltただし
´
知的障害ヽ ‐

1軍鉱遁
罫帯`」ま除きま

|

ヽ       ノ

1 傷馬の診断 2

4

6

正常 分晩 t単胎 自然 分娩 )

健康者に対する接査、健康言
'断

ての他の保鐘+一 ヒス

3

5

正常妊娠・産じょくの管JIE

予防接種査ヽ 管理

(1)主 傷」3~名

主傷病 名が
~

該当するもの

慢性肝炎 、́肝硬変_又

にE印をつiすてください
=

肝及び肝内胆管の悪性新生物 _t7D場 合は、

肝疾患の状況

l B型 目千炎ウイアレス(HBヽ
‐
)F易 性

2 C型肝炎ウイ′レス(HCヽ
‐
)「易性

3 B型肝炎ウイ′レス(HBヽ ,及 びC型肝炎ウイ′レス(HCヽ )と も

4 B型肝炎ウイ′レス(HBヽ つ及びC型肝炎ウイ′レス(HCヽ
‐
)と も

こ陽性

こ陰性

主傷痛名が外傷 (中 毒を含む)の場 合は、該当十るものに ]F「をつ|十 てくださt

不慮の事故

'卜

傷の原因 11 自動車交通事故

(中 毒を含む)2 自転車交通事故

0 その他の交通事故

４

　

５

　

６

スボーツ中の事故

転倒・転落

1～5以 外tつ 原因による不慮の事故

¬

明

、―
―
―
‐，―
ノ

下は

傷

傷

明

又

自

他

不

鏡

角

‐８

ｔ
９ノ

(2)昌 1傷病 名 (言亥当するものすべてにC印をつ :す てください
:

01

02

03

04

05

06

副傷病なし

糖尿病 (合併症を伴わないもの)07 :巴満 (症 )

槽尿病 t.性 )腎症       08 高1旨 血症 (脂質異常症 )

糖瞑売 (畦 )日長合併症     09 高血Ft(症 )

糖尿病 (li)神経障害     10 虚血性心疾患

03～ 05以 外tO合併症を伴う糟尿病 11 脳卒中

開塞性末梢動脈疾患

大動脈疾患

(大動脈解離、大動脈瘤 )

1曼 性腎不全 (1曼性腎臓病 )

精神疾患

そtr7他の疾患

14

15

16

裏面に続きます。 、ヽ、/



(6) 診療費等
支払方法

01

自費診療
(保険外併用
療養費を含む)

医療保険等、
公費負担 Lk~

療

介護保険
(介護扶助を
含む)

(医療保険等)

健康保険。各種共済組合(本人 )

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

(公費負担医療 )

高齢者医療
(後期高齢者医療希」度 )

労働災害・公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

05

06

07

08

02

03

04

/~
09

‐ヽ

‐

‐

‐

リ

ン

10

11

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの
υ

2

(7)紹介の状 i兄 1 病院から 2 -般 診療所から 3 歯科診療所から 4 介護老人保健施設から

5 介護老人福祉施設から     6 その他から  7 紹介なし

(8)来院時の状況

通常の受診 徒歩や 自家用車等による救急の受診
３〕看

持りよこ　̈癬

合
一

救

ｒ
‐２
い
　
一

(「 2」 又は「3」 の場 合は、

診療時間内の受診 2

どちらかに○印をつけてください。)

診療時間外の受診



馨睡
一　
ヽ
一言
ロ

法
統

計
幹

統
基

患者調査 (案 )

記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください

病院 (偶数)票
平成23年 10月 18口 ～20日 (指定された1口 )

2 500～ 599床の病院については生年月日の末尾が 0、 2、 4、 6、 8、 9日 の患者について作成してください.

3 600床以上の病院については生年月日の末尾が 0、 1、 2、 4、 6、 8、 9日 の患者について作成してください

どちらかにOをつけてください : フ、 院 1 2外  来

資料2-3-3

厚生労働省

※ 保 健所 符号

施 設 番 号 H―

調 査 票 番 号

この調査票に記入した患者数 1     人

患者番号 性 出 生 年 月 日

1 1  男  2 女 1  平成   2  昭和   3  大正   4  ワ弓,台 年        月         日

, :  男  2 女 1  平成   2  昭和   3  大正   4  明 ,台 年        月        日

3 1  霧  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年         月         日

4 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

0 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

6 1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

7 1  男  2 女 1 平成  2 88和  3 大I1  4 明治 年         月          日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月         日

9 1  男  2 女 1 平成  2 03和  3 大正  4 明治 年        月         日

10 1  尋  2 女 1 平成  2 '召 和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 0召 和  3 大正  4 明治 年         月         El

1 男  2 女 1  平成   2  昭千D   3  大正   4  明1台 年        月         日

1 男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

1 男  2 女 1  平成   2  昭 下0   3  大1   4  明 ,台 年         月         日

1 男  2 女 1 平成  2 B召 和  3 大正  4 明治 年        月         日

16 1 男  2 女 1 平成  2 B召下3 3 大正  4 明治 年        月         日

1  男   2 女 1 平成  2 日g和  3 大正  4 明治 年        月         日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年        月         日

19 1  男  2 女 1  平成   2  昭千日   3  大正   4  明 ,台 年         月         日

20 1  男  2 女 1 平成  2 8g和  3 大正  4 明治 年        月         日



統計法に基づく '
基幹統計調査

記入上の注意

＼印l14に |ま 、記入しないで (ださtヽ

出
小者調査 (案 )

一般診療所票

平成13年 10月 lS・ 19・ 21日 (指定された1日 )    ※保健所符号

資料2-3-4
厚生労働省

施設番号   C―

患者番号

(1)性 別 1男  2女 (2)出 生年 月日 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 1

2

当院と同じ都 i宣 府県内

当院と:ま iO ltrl都 道府県 → 都道

府県
|

(4)入院・
'卜

来の

種31等

入
院

フ、院年 月日 1

2

平成

B召 千ロ
羊 月 El

j壼「宅

往診

３

　

４

再
莱

来
通院

往診

5

6

訪間診療

医師以外の訪問 l___→
前
軍11『

「
I)月

口
月 日

(5)受療の状況

l爾褥
1署彎キl露 :≡ξ

る

で 「`

‐
15精神疾患 _ヒ

は、以下 rl疾患をt

ま―十
=

tヽ

・ア′じツ′、イマー病を
含む認知症

・精神作用物質による
精神及び行動の障害
・統 合夫調症、統 合失
調症型障害及び妄想
性障害
・気分:感情]障害
・神経症性障害
・てえ力,た

。その他√)精 神及び rテ

動の障害

(ただし
‐
知的障害く

精神遅滞 ヽ_は除きま
十  〕

2

4

6

正常分晩 (単胎 自然 分晩 )

健康者:こ 対する検査、健康言
'断

その他の保健サービス

3

5

正常妊娠・産じょくの管理

予防接種t査 ) 管理

(1)主傷痛 名

主傷病 名が
~

該 当するもの

慢性肝炎 _、 肝硬変_又

l■ [印をつ iすてください
=

ま
‐
肝及び肝内胆管の悪性新生物 _の場 合は、

肝疾患の状 1電

l B型 肝炎ウイ′レス

`HBヽ

・
)「号性

2 C型肝炎ウイ′レス(Hcヽ
‐
)「易性

3 B型日干炎ウイルス(HBヽ
‐
)及びC型 ]干 イ:ウ イ′レス(Ht~ヽ )と

4 B型月干炎ウイ′レス(HBヽ
‐
)及びC型月千炎ウイ′レス(HCヽ

・
)と

も:こ 陽性

もに陰性

主傷病 名が
'卜

傷 (中 毒を含む)の場 合|ま 、該 当十るものに E Fpをつ :サ てください

●卜傷の原因

(中毒を含む )

不慮の事故

11 自動車交通事故

12 自転車交通事故

0 その地の交通事故

4

5

6

スホーツ中の事故

転倒・転落

1～5以 外の原因による不le~の事15t

明

、
―
―
―
プ

不は

傷

傷

明

又

自

他

不

意故

′‐７
，‐
‐８
Ｆ
゛

―ヽ

ン

(2) 副傷病 名 (言亥当十るもしつすべてにC印をつ :す てください )

01 副傷痛なし

02 糖尿痛 (合併症を伴わないもの)07 肥満 (症 ) 12 開塞性末梢動脈疾患

03 糖尿痛 (性 )腎症 08 高8旨血症 (脂質異常症)13 大動脈疾患

04 糖尿病 (性 )眼 合fキ症      09 高血圧 (症 )
(大 動脈解離、大動脈瘤 )

|

05 糖尿病 (性 )神経障害     10 虚血性心疾患    14 1曼 性腎不全 (慢性腎臓病 )

06 03ヽ 05以 外の合併症を伴う糖尿病 11 脳卒中 15 精神疾患

16 そtrJ他の疾患     |

裏面に続きます。 、/



(6)診療費等
支払方法

κ         ヽ
該当するものすべて

にO印をつけてくださ
い 。

なお、介護保険サー
ビス利用者で、医療保
険等と公費負担医療
を併用している場合
は、それらの両方につ
いて選択してくださ

せ。`      ノ

自費診療
(保険外 |キ用
療養費を含む )

(医療保険等 )

健康保険・各種共済組 合(本 ノ、)

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

05 高齢者医療
(後期高齢者医療帝1度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

医療 保険等、
公費負担医
療

06

03
■
′

Ａ
υ

介護保険
(介護扶助を
含む)

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの

04

ヽ

=→  Ⅱ

(7)紹介の状況 1 病院から 2 -投 診療所から 3 歯科診療所から 4 介護老人保健施設から

5 介護老人福祉施設から     6 その他から  7 紹介なし

(8)来院時の状況 救急の受診

通常・/2受診 こよ嗽 送 徒歩や自家用車等による救急の受診

(「 2」 又は「3」 の場合 |ま 、

診療時間内の受診 2

どちらかに○印をつけてください

診療時間外の受診

入
院

の
み

(9)病床の種別 1 療養病床 (医療保険適用病床) 2療 養病床 (介護保険適用病床) 3-般 病床

(10)入院の状況

ヽ
―
―
ノ中̈塀

1 生命の危険は少ないが入院治療を要する

2 生命の危険がある

3 受け入れ条件が整えば退院可能

4 検査入院

5 その他



統 計 法 1■ 基 づ く

基 幹 統 計 調 査

記入上υ)注意

※印欄には、記 入しないでください

患者調査 (案 )

歯科診療所票

平成23年 10月 18・ 19・ 21日 (指定された1日 )

資料2-3-5

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 D一

患 者 番 号

(1)性     別 1 男  2女 |(2)出 生年 月 日 ! 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 の 住 所 1

2

当院と同じ都道府県内

当院とは別の都道府県 →
都道
府県

(1)外 来 try種 別 初

診

通院

訪問診療

再

来

3 通院

4 訪間診療

5 占科医師以外の訪問

ヽ

―

ト

ー

リ

一

前回診療 (訪問)月 日

平 成  23 年    月     日

(5)傷 傷病名 (下記の傷病 名から、該当するもの1つにC印をつけてくださt

01 う蝕症 (C)

02 歯髄炎 (P」 )、 占llH‐ 壊疸 (Pu壊 疸 )、 歯髄壊死 (Pu壊 死)

03 歯根膜炎 (Pel)

04 占槽膿瘍 (AA)、 歯根嚢胞 (ヽ Zヽ)

05 歯内炎 (G)

06 慢性歯周炎 (P)

07 歯肉膿瘍 (GA)、 その他の歯周疾患

08 智歯周lHl炎 (PeHcO)

09 その他の歯及び歯の支持組織の障害

10  しょく清性 i費瘍 {Dul)、 国内炎(Stom)等

11 その他の顎及び口腔の疾患

12 歯の補てつ (冠 、プリッジ、有床義歯、インフラント)

13 歯科矯正

14 外国による損傷

15 検査・健康診断 (査 )及びその他の保健医療サービス

(6)診 療費等支払方法

該当する1,′ )す べてに
0印をつ:ナてくださぃ

なお、介護保険サービ
ス利用者で、医療保険
等と公費負担医療を併
用している場 citlよ 、それ
らσ)両方について記入
してください

自費診療

(保険外併用
寮養費を含む )

１

０１

０２

０３

０４

　

Π

０９

‐０

■

‐２

ー

(医療保険等)

健康保険・各種共済組合(本 ノ、)

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

高齢者医療

(後期高齢者医療制度 )

労働災害・公務災害

自51J車損害賠償保障法

その他

医療保険等、
公費負担医療

介護保険

(介護扶助を
含む )

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの



① l

記入上のi主 言

※印欄に1ま 、記 フ、しないで (ださtヽ
=

統計法に基づく |
基幹続計調査 患者調査 (案 )

病院退院票
平成03年 9月 lB～ 30日

資料2-3-6
厚生労働省

| ※保健所符号  |

施設番号  lH―

患者番号  |

(1)性 号1 (2)出 生年 月日 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 1 当院と同じ市区町村内

2 当p宅 と|ま 別の市区町|卜→

1患者の住戸Fが東京都区部又:ま 政 令指定都市 (※ )で 、貴院の所在地と区が異なる場 舘 ま、
12_を

=で
囲■、区 tの 名称まで記 フ、してください。

(|■ )政 令指定都市 :ま 、†L幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相槙原市、

1         新i鳥 市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸市、
、         司山市、広島市、1ヒ 九州市、福岡市をいいま十

=

(1)過去のフ、院の有無

過去の入院ヒ|ま 、主傷病(※ )に関連した貴院における入院であって、退院 口が '(5)入院年月
うち遡って過去30日 以内の場合に限1,ます.(退院年が平成の場合のみこ)

(＼ )主 傷病ヒ:ま 、 (7)受療の状 i兄 _tが (1)主 傷病名_に記載する疾患をいいます
=

(5)入院年 月ロ 1 平成

2  日.●下日

(6)退院年 月日

(7)受療のガt況

主傷病 名について
|ま 、発病の型 (倒 :急

性 )、 病□ (倒 :病原体
名)、 部位 (1刊 :胃噴Fl

部がん ,、 姓状 (l・

‐
l:療

理組織型)等もできる
だ:十記 入してくださ
t｀ _

1菱
雫鷲穫量よヽ

|
|       |
1・ ア′レツ′ヽイマー病を |
含む認知症
・精神作用物質による
構神及び行動の障害
・統合失調症、統合夫
調症型障害及び妄想
性障害
・気分:感情:障害
・神経症性障害
・てたんス
。その他、う精神及び行
動の障害

↓
一ヽ皓讐

珈
静［離す。＞

―
―

―
―

ｌ
ｔ

1 傷痛trl診断・治姜 2 正常分晩 (単胎自然分晩)     3 正常妊娠・産じょくの管理

4 健康者に対十ろ検査、健康言
'断

(査 )・ 管理  5 その他の保健サービス

(1)主傷病 名

主傷‐rt名 が
~慢

性肝炎 _、 肝硬変_又 |ま

~肝
及びlT内胆管の悪性新生物 _

該当するものにこ印をつ|ナてください_

H」
l疾患の状況

l B型 肝炎ウイ
'レ

ス(HBヽ
‐
)陽性

2 C型 83~炎ウイ′レス(HCヽ
・
)陽性

3 B型肝炎ウイルスtHBヽ )及 びC型肝炎ウイ′レス(Hcヽ
‐
)とも:こ 陽性

4 B型月千炎ウイ′レス(HBヽ
・
)及 びC型号千炎ウイアレス(HCヽ

・
)ともに陰性

主傷病 名が
'卜

傷 (中 毒を含む)の場舘ま、該当するものに■印をつ:サ てください。

下慮の事故

外傷の原因 11 自動車交通事故  4
(中 毒を含む)2 自転車交通事故  5

ぜ その他の交通事故 6

スホーツ中の事故

転倒・転落

1～ 5以
'卜

の原因による不慮の事故

故意又|ま不明

1「:[信 1
り|、9 不崩 り|

(2)冨 1傷病名(該 当するものすべてに3印をつ :す てください
=)

副傷痛なし

糖尿病 (合 lT症を伴わないもの)07 肥満 (症 )     12
高脂血症 (1旨 質異常症)13
高血圧 (症 )

虚血性心疾患

脳卒中

開塞性末梢動脈疾患  |
大動脈疾患      |

`大

動lFFK解離、大動lFFK瘤 )|
|

1曼性 腎不全 (1曼性 腎臓病 )

精神疾患

その他の疾患

糖尿痛 (性 )腎症

糖尿病 (性 )目艮合併症

糖尿痛 (性 )神経障害

03～ 05以 外の 合併症を伴う糖尿痛 :1

裏面に続きますξ



(8)診療費等

支払方法

該当するものすべてR
に3印をつ i十 てくださ |

なお、′「護保険十一

ビス利用者で、医療保

険等と公費負担医療

を併用している場合
:ま 、それらの両方につ

いて選択してくださ
い _

自費診療

(保険 |卜 |キ 用

療養費を含む

介護保険

(介護扶助を

含む ,

「
〆
０‐

ヽ
‐
‐
‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ヽ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

ン

＾
Ｖ

可
／０９
‐０
●
‐２
‐３

(医療保険等 )

健康保険・各種共済組合(本 ノ、)

健康保険・各種共済組合(家族 )

国民健康保険

退職者医療

高齢者医療

(後 期高齢者医療制度 )

労働災害。公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

)

ｎ
υ

療ヽ
等

医

険
担

保
負

療
費

医

公
２

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症trl患者に対する医療に関する法律

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (措置入院 )

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療 )

生活保護法 (医療技助 )

その他の公費負担によるもの

(9)痛床の種別 精神病床

感染症病床

結核病床

4療 養病床 (医療保険適用病床 )

5 療養病床 (介護保険適用病床 )

6-11病 床

在宅医療 (訪間言
'療

・訪問看議等)4の病院・診

ての他 t新生児・不明等)

(5_～
‐
8_tr2場 合は、その所在地について記入してくださtヽ =)

当院と同じ市区町‡1内

当院とはワlの 市区町 |・l―

1

2

3

区

町

市

郡

一還
県

都

膏

|       |

5 他の病院・診療所に入院  6 介護者ノ、保健施設 :こ フ、所  7 ′ヽ護老ブ、福祉施設に入所

8 社会福祉施設に
'、

PF

(10)入院前の場所

救急の受診

通常の受診

(´ 2_又 |ま

‐
3_の場 合:ま 、どちらかにC印をつ :サてください=)

手術 口

1 診療時間内の受診  2 診療時間外の受診

平成   年    月    日

治癒

4

5

6

不変

手術名 11
し`■ドオ■     2
か 1つに  '

0をする 13

2 軽決

筋骨格系手 l■T(四波体幹 )

腹腔鏡下手術

1旬腔鐘下手術

4 悪 (ヒ

その他の内視鏡下手術

経皮的血管内手術

その他

そ1/D他

開頭手術

開胸手術

開 1重手術

3

７
８
９
一
壁1

家庭

1 他の病院・

!1その他 (不 明等 )

(5_ヽ
‐
10_の場 合は、その所在地について記フ、してください.)

在宅医療(訪問言
'療

・訪F・5看護等)4

市
｀
    1区

部        1町 村

当院と同じ市区町村内

当院と|ま 51の市区町 |・I― 都道

府県       |

他の病院・診療所に入院

15地域医療支援病院・特定機能病院 6 その他の病院
｀
8 介護老 ノ、保健施設にフ、所  9 介護老ブ、 設にフ、所

10社会福祉施設に入所

(11)来院時の状況

(12)手術の有無

転 帰

(14)i量院後の行き先

ヽ
―
‐
‐
‐
‐
‘‐
ノ

助
場
あ

敵

群



続計法に基づく
基幹続計調査

記入上の注意

※印欄には、記
'、

しないで (ださい

患者調査 (案 )

一般診療所退院票

平成33年9月 1日 ～30日

資料2-3-7
厚生労働省

来保健所符号

(1)性 別 l男 2女 (2)出 生年 月日 1 平成  2 昭和  3 大正 4 明治    年  月  日

(3)患者の住所 当院と同じ都道府県内

当院とは別の都道府県

1

2 都道

府県

(1)過去の入院の有無 退院年 月日  平成

f過去の人は 主傷調 れ た貴開

…

入院であ

:屏 I∬

院朝 鴎

〕

|う も遡つて過去30日 以内の場 合に限l,ます=(退院年が平成の場

、 1ヽ )主 傷病ヒ|ま 、 17)受療の状況_の
‐
(1)主傷病名_に記載す

撻
´ヽ、、

(5) フ、β完書二月熙 1 平成

2  88千ロ
口月羊

(6)退院年月日 平 威 L   9 ロ月

(7)受療の状 19L

主傷痛 名i二 ついて
は、議病め型 (倒 :急

性 )、 病国 (何 :病原体
名)、 部位 (何 :胃 噴門
部がん )、 性状 (1刊 :病

理担繊型)等もできる
だ |十記 フ、してくださ
tヽ _

‐
15精神疾患、と

:ま、以下の疾患をいい
ます。

・ア′しツ・ヽ イマー病を
含む言3知症
・精神作用物質による
精神及び行動の障害
・統合失調症、統合失
調症型障害及び妄想
性障害
・気分:感情 I FF‐ 害
・神経症性障害
・てんかん
。その他の精神及ひ行
動の障害

(た だし
‐
鶴的障害

`
精神遅滞ヽヽ は除き

=す_)

(1)主傷病 名

正常分晩 (単 1台 自然分娩 )

健康者に対十ろ桂査、健康言
'断

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健十一ビス

傷病の診断・治療 3

5菅 理`査
'

2

4

(2)副 傷病名 (言亥当するもtrlす べてにこ印をつ1すてくださ

01  副 f与寿5なし

02 糖尿病 (合併症を伴わないもの
' 07

03 糖尿病 (.l■ )腎症       08
04 糖尿病 (性 )日長合千キ症      09
05 糖尿病 (′性)神経障害     10
06 03～ 05El外 の合併症を伴う糖尿病 11

肥満 (症 )

高脂血症 (1旨 質異常症 )

高血圧 (症 )

虚血性心疾患

脳卒中

開塞性末梢動脈疾患

大動脈疾患

(大 動脈解離、大動脈瘤 )

慢性腎不全 (慢性腎臓病 )

精神疾患

その他の疾患

・

２

　

３

14

15

16

裏面に続きますべ 、/



(3) 診療費等

支払方法

自費診療

(保険クト併用

療養費を含む )

I(医療保険等 )

01 健康保険・各種共済組合(本 ノ、)

02 健康保険・各種共済組 合(家族 )

03 国民健康保険

04 退職者医療

高齢者医療

(後期高齢者医療制度 )

労働災害・公務災害

自動車損害賠償保障法

その他

医療保険等、
公費負担医
療

介護保険

(介護扶助を

含む )

06

07

―

ノ

Ⅱ

０９

‐０

‐１

‐２

κ
‐

―
‐
―
―
ｌ
ｔ

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療 )

生活保護法 (医療扶助 )

その他t/D公 費負担によるもの

(9)病床の種別 1 療養病床 (医療保険適用病床)2療 養病床 (弁護保険適用病床)3-般 病床

(10)入院前の場所 家庭

〔1 当院 |二通院 2他 の病院・診療所に通院 3在 宅医療{訪間:'療・訪問看護等)4その他 ]

5 他の病院・診療所に入院 6 介護老ソ、保健施設 |二 入所 7 ′1護老入福祉施設に入所

8 社会福祉施設に入所   9そ の他 (新生児・不明等 )

(11)来院時の状況

1 通常の受診

救急の受診

「 2「 救急車により搬送_L_徒 歩や 自家用革等による救急の受診
〕

)

1

(「 2」 又は「3」 の場 合は、

診療時 F・5内の受診 2

どちらかにO印をつけてください

診療時間外の受診

(12)手術の有無 1 有
‐

手術 日

1 1

平成 年 田月

乖̈
機̈

―Ｉ
Ｌ
Ｉ
…

撻
′ヽ，、

２
1

2

3

蒟骨格系手付 (四 破体幹)

腹控鏡下手術

胸腔鏡下手術

開頭手術

開胸手術

開腹手術

４

　

５

7

０
０

9

その他の内視鏡下手術

経皮的血管内手術

その他6

(13)転帰 i 治癒   2 軽快   3 不変   4 悪 |ヒ   5 死亡   6 その他

(14)退院後の行き先

F獣
覆読j月洗う

家庭

〔1 当院 |二通院 2 他の病院・診療所に通院 3,宅 E環 嚇問言
'療

・訪間看護等)4その他 〕

他の病院 。診療 FFTに 入院

〔5地 域医療支援病院・特定機能病院    6そ の他の病院   7診 療所  〕

8 介護老ノ、保健施設に入所 9 介護老人福祉施設に入所

10社会福祉施設に入所   11そ の他 (不 明等)



資料 2-4

平成 23年に実施する患者調査 新旧対照表 (案 )

・病院入院 (奇数)票

・病院外来 (奇数)票

・病院 (偶数)票

・一般診療所票

・歯科診療所票

・病院退院票

・一般診療所退院票

厚生労働省



新 23年調査 (案 )

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された 1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定さ,tた 1日 )
・15査 実施 日の変更

(31 患者の住所 1 1  当院と同じ市区叶村内2義コi前の
=区

幡 1 朧 1 臨 区
lTオ |

訃琲聰蒻 鼈 ‐

1病院と同じ市区町村内

腱̈ 甲→□離□森□需村

○記入しやすいように選 lFKl支 の表記を
変更。

○回答の精度向上のため、注釈を追加
する。
調査Jf項に変更なし

(4)入院年月日

←1)入院年月日 1  入院年月日 成

和

平

昭 年 月 日

(■ )入院年 月日等

(1)入院年月日等「
勒l

入院年 月日 成
和

平
昭

年 日

過■の入院の有無

[il]ま]Iil首
』i〕

1有 ―→

2無

退院年月日    |

平成   年   月   日

○項目名の変更

○,0去の入院の有無の間1除
再人院の状況について、想者の lJl向

(入院前の場所、在1完 lul問 等)と 併せて
把握した方が、地域特 l・lに応した医療
17「E供 体制の整備等、医療行政への活用
により有効であるため退院票へ追加し、
記入者負担軽減のため人院票からは肖1

除する。

(5)受療υ)1た 況

ヽ
―
―
―
―
―
―
ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

r̈15 tr'llkUり と
は、以下の疾Iを

"を
含む

“

知症
滸11作用4"贅に
よる精

"1及

び行動
の暉答,

鶴 失瞑掟、絡
合失

"症
型障害

及つ咳 all性 71●

:確理 露・

その他あ榊 l及

び行動めlt害

(ただしい 的燎薔
く精神遅滞 >」 は
除きます.)

正常分 llt(Ц ll台 自然分娩)        3 iE常 妊娠・ 産し上くの管J!
17jl11モ 者に対する検査、健月〔診ルi(査 )・ 管F1 5そ のlLの 保健サービス

キ,庫ゅ  
「燥性肝条」、「肝硬変Jスは「肝及び肝内胆管の悪性新生物」の場合は、

} :墨群炎多1;じ貪編鍔懃様|コ詳炎;″んスれcあともに陽桂

l宮1畿魏妻諄:醜慮～
|

槽尿病 (合併 ll■を伴わないもの)07 1tu満 (症 ) 12 Fll塞 性 末IIl動 脈疾患

[][llilttξ 伴流 蹄 ‖ 魃
T財

励

饉 鰭
ふ m)

(5)受 療の1太 況 治療 正常分娩 (単胎 自然分娩 )

健月モ者に対する検査、llll‖ モ診 」r(査 )

3 jF常夕i娠・ lrじ ょくの管 F■

管理 5その他の保 llllサ
ニ ビス

(1州 :til)Ⅲ ,|●

(1":,|サ

'FI卜 `)IIrl“ ■ ,I“ ri

t!l力
(ス )ヤ |:1人

また、複数の

“
蒻にrr忠してぃる
jl合

lま、lll傷

"名襴のIFか ら談当す
るものすべてを避
択してください.

「16精村'疾 OJと
は、ァ″ッン、ィ
マ‐翡を含む認
知症、鷺か,作用物
質による精Ⅲ腋 む
行動の障害:統合
失口症、統合失露

憑程需喜為酵庁
[感 lll]障各 |1赴
症性障害、てんか
ん、そ0也の将‖
及び行動の陣雷
を|ヽいます。(ただ
しr精ゃ田市,は除
きます。)

―外傷の原因 (中毒を含む)

主傷病名が外傷(中毒を含む)の

〕場合は、下欄からその原因を該当
する番号で1つ記入してくださぃ。

宮纏魏華妻|

i累彎夕鍛
転倒:転落 | |

筋
協
利

⑦
③
⑨

(2)漏1傷病 名 (1夕 当する(、 のすべてに0印をつけてくだヽい )

帖肺  (合 0,l.を lFl,な いt,の )10高 血圧 (症 )

糖尿病 (性 )腎 症     1l lc血 性′し、疾忠
糖尿病 (性)網膜症    12脳 卒中
糖尿病 (性 )|,経 障害   1 3 Fll塞性末梢動脈疾患
尿病〈性)足病変    14大 Ill脈疾患

00,00以外の合併症を伴う糖尿病 (大 JID脈解llL、 大」lllntt瘤 )

(症 )        15慢 性腎不全劇■性腎臓病 )

高1旨 ni症 (脂 Fl異 常症) 16格 lll疾 患
17その他の疾患

OIF疾 患の1夫況の追加
1'F炎 対策基本法 (平成22年 1月 llL

行)に jL‐ づき、肝 炎の総合対策をll pltし

ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握はi[要 であるか、現行の主傷病 7.の
みでは把握できていないため

.

0外傷の原因
回答方法が異 /1・ るとIi雑になり回答 170

111度 が落ちるため lLの調査項 目と合
わせた回答方法へ変・l_.調 riJi項 に変
llな し.

Oli lttrll名
「柑尿痛 (性 )網 1賞 l■ 」―喘 尿病 q■

)

‖R合併症」(■ 傷病名の分頓に統一)

「平i尿 病 (性 )足 病変J(日慨 数が少な
いため浄1除 )

(1欄謂瀞綿讐脇鵬螂 |

選択肢番号を変更 )

○注釈

品1傷痛についてli設 問とlfl機 1~る た
め注釈を削除 .

「柑神疾患]について、前潔に1笙 理
`



新 23年調査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等

肖J除

(6)透析治療の状況

鉤̈
1  ‖L持透析 7台療中 2  そのlLの透析治療中 3  治療なし 4  不り1

医療施設静 lLI調 査において、それぞ
れの医療施設 における人工透析の1か

月間の件数の把握を行つている:また、
は:会 I[療 診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担 1軽 減を図る観点から
尚1除する。

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

1自 費診療
(保 険外併用
療養費を含む )

2医療保険等、
公費負担医療

3介護保険

(介護扶助を

含む )

(医療保険等 )

彙康保険・各種共済組合(本人)

健康保険各種共済組合(家族)

国民ltt康 保険

退職者医療

該当す札 の :

電,15塁Γ::

鶉

６
１
ｏｌ
ｏＬ
ビ

『
´

(公 71負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療にlllす る法律

精神保健及び‖,|や 障害者福|」こFll●ち 法律 (措置入院)

障害者自立支援法 (育成医療、更生医療)

生7舌保・ll法 嘔 療扶助 )

その他の公マセ負lllによるもの

(7)診療費等支払方法

該当するもの
すべてを通択し
てください: |

傷盤:現3
絶興

`ほ

繊:「

い:   |

(7)診 療費等

支払方法

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む )

2医療保険等、公費負担医療

3介護保険
(介護扶助を含む )

1 (医 療保険等 )

Π (公費負r・ 医II.)

¨̈̈̈

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

法

　̈̈
感

情

生

そ

仁
ｒ
１ｌ
Ｌ
Ｆ
ｗ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担l怪減を図るため、選択 1支 を統合
○「全国 lll味 保険 lJj会 管掌健康保1倹」、
「健康保険 IIl合 」、「各III共 済組合J→
「

ltl康 保険・各fI共済組合 J

O「 退職者医療 (本 人 )」 、「退職者医療
(家族 )」

→ 唾 職者医療」

※それぞれ選択 1支 の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査課「医療費の

lll向 Jで把握 可。

正式名称ではわかりにくい選択Л支につ
いて、-11的な略式名称に変更又は‖i

足説明を追カロ
Of高齢者の医療の確保に関する法律 J

―「高齢者医 llr(後期高齢者医rrr‖1

度 )」

○「精神保健及び‖i神 障害者福れ日こ月
する法律,一「(lqL世 入1完 )」 を追加

入院と外来、又は、rll院 と診療所を合
算した全数を把 lFanす るため、他の調査
票と合1)せ 選択 1支 を追加
○「障害者 自立支 1■ 法 崎 成医療 、更生
匹瞭 )J

漕:釈

○他の項 目と統 ―した書き方に変更

(7)病床のIIl別

(7)病床のfll別  1         1  精神病床 ‐     4 療養JDl床 (医療保1資適Jll病床)

2 感染症病床     5 療養病床 (介護保険適11病床)

3  結核病床      6 -般 病床

(10)病床の11別

m病肺剛
1脚

病床
[〔分‖篇 〔£琴

養病棟
〕 :III‖ 脈偲‖揆[I滑窯

3  感染症lil床             7  -11病 床

4  結核病床

七人性認知症疾患療姜rjI棟 を有する
liL設 の減少により、出現数が少ないこと
から「11‖ ]病 床」として統合惟理する。

※老人性認知症疾患療養病棟… 介言1
サービス施設・lF業 所調査で把握可.

(9)来院時の状況

jll花 募ヽ Li

IJll熱 |お嘉二||■五ふ|お昂二1姜れよヽ

(9)1文 急の状況

|:曽■
1111:|::::::::〔||

‐i:'1■ li l.:‐

○項 目名の変更
救急での来院か否力、また、救急であ

る場合は来院の手段や時間‖:等 、来院
時の状況を総合的に把握する調査項 目
であるため。
○選ll・k肢 がわかりにくいため表現を変更
「救急外J(を受診」一 1徒 歩や自家用
41等 による1文急の受診」
「1～ 3以外」→「通常の受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度

が落ちるため、来院の手段と,キ間 hiを段
階的に回答するよう選択B支を分ける。

(101入院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療を要する
.    4   

検査入院

警:「11‖ :言li「【#iLぇば退院硫  5枷

(10)入 院の状況

(H)入院の 1夫 況 生命の危険は少ないが入院治療t手術を要する .    4   検査入院

生命の危険がある                 5   その他

受け入れ条件が整えば退院可能

(H)入院の1人況 Or生 めの危険は少ないが入院治療を
要する」
「手衛」は

'入
1完治療」に含まれるため

肖1除する。

○注釈    
‐

回答する時点を明rlEに ■
~る

ため追加
する。
調査事項に変更なし

-2-



ル「 2311・調査 (案 )

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された 1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定された1日 ) 調査実 liL日 の変更

(3)忠者の住所 1 1 当院と同じ都道府県内
2 当院とは別の都道府県 →

|    1語 鷲
: 雛鋼認難殿→

「
―一¬需慣

記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更なし

(1)外 来のfI別 初

診

院

診
通
往

再

来

1躁動淵―
前回診療 (訪間)月 日

平成 23年     月     日

(4)外来の種別

(4)外 来の種別 初

診
院
診

通
往

再

来

3 通院
4 往診
5  訪問診療
6 医師以クト

前回診療 (訪間)月 日

平成 20年    月     日

調査時1切 に合わせ「平成23年」へ変更。
調査事項に変更なし。

(5)受療の1夫 lPt

ヽ

―

―

―

―

―

―

ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

:̈:5111キ1芸

`Jとは 以下の共鳳を
いいます。

口を含む路知症
捕|1作用物質に
よる稽や1及●行動
,障害  |
統合失膊症 :‐

“
合失調FLttII害
及び妄想性n害
r rX分 [感‖]ll杏
神経症性障害

:その他の情|1及
びrr勁の障害

鴇 躙 彗
ltきま九 ).

:澁晨客腔碁軍壇凛釜1性[診断崎)管理:干説緩焼
・産じ1くの管理

6そ の他の保 llllサ ービス

主り率|′
｀
鴨 嘗圧本」、「肝再変J又 は「肝及び肝内胆管の悪性新生物Jの場合は、

C型肝炎ウイルス(Hcv)陽性
,型肝炎ウイル不(HらV)及びё型肝炎ウイルス(HCV)ともに陽性

:宮黎妻袋選彗ま :島鶴二ご憲の事■

(2)Fi l傷病名(1と 当立亜上のすべてにO印をつけてください.)

02 糖尿病 (合 併症を伴わないもの)071L満 (症 )      121‖ 塞性末価IIJl脈疾患
~

03 情尿病 (性 )腎症      o8高 1旨ll症 0情質異常rT)13大 動llA疾 患
04 1糖尿病 (性 )1艮合併症    09高 血圧(liF)       (大 lllllt解 1に、大 llJl脈 17)
05 糖尿病 (1・

j)神経障害    10 11F ll性 心疾患     141■性1!不 全 0崎 11‖臓病 )

06 03～05以外の合併症を伴う糖尿病 11脳 卒中         15岸 i神 疾患

(5)受 療の1りt況 療 i[常分娩 (単‖台自然分llt)

健虜t者 に対する検査、lll11〔診断 (査 )

その他の保籠サービス

3正 常クItt llじ にくの管理
管理15■ l」 接 i[

(例 :t■ )"‖月

(り :"11却 1誡
'り

)

また.複 致の傷
痛に罹0している

場合は、ll務綺名
機の申から該当す
るものすべてを選
択してください:

r16柿 11埃■Jと

ヤー翡を含む21
如症、精||■用物
質に るヽ前ll及 び
行JJl,障 害、統合
失四症:統 合失調
症型腋害及び妄
恕性籠答、気分
〔感情]障害t神経
症性燎雷、そ́力:

ル、そのにの精神
及び行動の|1害
をいぃます.(ただ
し哺‖1迅

r●」|十除
きます:)

自動車交通事故  ⑦ 自傷
自転車交通事故  ③ 他傷
その他の交通事故 ⑨ 不明
不ポーツ中の事故
転倒・転落

(2)漏 1傷病名 (該 当する(,の すべてにO印をつけてください^)

帖
'■

■ (合 lll症を伴わなt■ ,の)10高 lt圧 (fjL)

糖尿病 (性 )腎症     ‖ 1に 111■ 心疾忠
糖尿病 (性 )網膜症     12脳 卒中

機晨儒 出 樫籍装

害
 場 契命樵嚢思

卿 疾患

Q8～ 06以 外の合併症を伴う糖尿病  (大動nFF角 7剛 t、 大Jll別 :1,)

1巴 ltl(症 )        15慢 IL腎不全(性 l・I腎臓病 )

高1旨 lln症 (1旨質異常症) 16精 ‖1疾 患
17そ の他の疾赳

○肝疾患の1人 ll■Lの 追加

肝炎対策基本法 (平成22年 1月 施
行 )に 基づき、肝炎の総合対策をlЁ進し
ていくLで 原因ウイルス別の患者数の把
括ヨ■重要であるが、現(1の 主(1病 /r.の

みでは把握できていないため。

○外傷υ

"爪

囚

回答方法が異なると煩‖tになり回答の

1li,■が 71ち るため lLの調 14」
・項 目と合

わせた回答方法べ変更。調査JF項 に変
更イ|し。

Olil傷病名
『糖尿病劇〕細 1党症 J―「糖尿病 (性 )

‖R ttlll症 」(■傷病 名の分類に統一 )

「糖尿痛 01)足病変J(出 現数が少な
いため門1除 )

「03～ 05以 外の合併症を伴珈 尿病」
(f‖尿病 (性 )足病 変」を聞1除 したた1/1

選択1支番号を変更 )

O注釈
だ1傷病については設間と」・複するた

V,注 釈を印l除
`

r柿 ‖〕疾患」について ml・4・ に蛯 ]!。
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新・23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

削 除

(6)透 析治療の1大 況

(6)透析治療の i  l  語L持透析治療中 2  その他の透析 7台療中 3  治療/1・ し 4  不明

[」
蛛讐円〕

医療施設静態調査において、それぞ
れの医療施設における人工透析の1か

月間の件数の把握をイテっている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担軽減を図る観点から
削除する。

(6)診療71・等支払方法

(6)診療 費等
支払 方法

該当するもの
すべてにO印を
う1カ〔くださ。ヽ

籍霧‐
G興

`与

凛ま:F

l自 費診療
(保 険外併用
療養費を含む)

2医療保険等、
公費負担医療

3介護保険

(介護扶助を

含む )

険
者

保
用動『

な

サ

1

01

02

03

04

11

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

１ヽオー

鷹 [1[li繁 1:‖ 隕 簑 鼻賞Jぶ

国民 lll・月ミ保険        07 自IJl車 損害暗 lll保 障法

退職者医療         08 その他

(公 71負担医療)

感染症の●‐防及び感染症の忠者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療f精神通院医療 )

生7千保護法 (に瞭扶助 )

そのlLの公7t負担によるもの

(7)診 療費等支払方7_I

(7)診療費等
支払方法

該当するもの|
すべてを選択し
てください:|

なお:介謝♀険
ザニ

=ス
利用者

臥5潜亀姿譲
を併用している
場合はtそれら
の両方について
記入してくださ|

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 EJr lrt保 険等、公費負担医療

3 ′卜言鮨傷:険

(介 護1夫助を含む)

I (医 療保険等 )

(公 lt員 1■医療 )

―ヽ

法鏃対感

障

生

そ

′―

ヽ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担怪減を図るため、選択肢を統合
○「全国ltt康 保険協会管掌lllt康 保険 J、

「ltt康 保険組合J、
「各種共済組合J―

礎 康保険 各種共済組合」
Or退職者医療 (本 人)J、「退職者医療
(家族)」

→「退職者医療 J

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値… 保険局調査課「医療費の
IJlron」 で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又は‖i

足説nJlを 追加
○「高齢者の医療のrlL保 に llす る法11:J

■「高齢者医療 (後 期高齢者医rr‖ |

度)」

0嚇 害者自立支援法」―f(育成医療、
更」

=ll療
、li刹!通 院医r.)」 を追加l

注釈
○他の項 目と統一した書き方に変更

1(院 |キσ)状 il・

(8〉 来院時■状ユl            救訪 受診

|,7零子 ‐ 〔|千 在募
=首

豪片崖1‐  通常の受診   「 2 敬急車により搬送 | 13

〕
iちi菖i高丸碁::=,::'1鬼編

1診ⅢⅢ商||ラ ||● :´ⅢⅢ

^■

診

(9)1文 急の状況

■1林
読|卜 ,|11‐ |■|二 峰́■

'||^琴

■診|‐ |チ IⅢIII調 ‐■■う
^幸箸‐〕

○項目名の変更
救急での来院か否か、また、1■ 急であ

る場合は来院の手1/tや

'キ

問‖1等 、来院
|キ の状況を総合的に把握する調 j4wi項 目
であるため。
○選択1支 がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診J→「徒歩や自家月]

車等による1文 急の受診 J

「1～ 3以 //1J― f通 常の受診」

〇回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度

が落ちるため、来院の手段と,キ間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。
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711・ 23年調査 (案 )
1日

‐20年調査 変更理 lll等

平成23年 10月 lS日 ～20日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定された1日 ) 調査実 iL日 の変更



新・23年調査 (案 ) 相・20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18・ 19・ 21日 (指 定された1日 ) 平成20年 10月 212224日 (1肯定さオ■た 1日 ) 調査実liL日 の変更

(3)患 者の住所

0艦峨所
|:黎魃 ¬ 臨

(3)愚者のll所

0患者の住所
|: シ需i鳳棚 鰍 →|  1緞

記入しやすいように選択1支の表記を変更。
調査事項に変更なし

(■ )入院 外来の種別l等

(4)入 院・外来の

fIBl等

入

院
入院年月 日 成

和

平

昭 年

初

診
院

診

通
往

再

来 :程|:謹認診療姉間}~ 前回診療 (訪 問)月 日

平成 23年  月 日

(4)入院 外来のTI別 等

魏̈ 入

院

入院年月 日 成

和

平

昭 年 月 El

舞鯛鰊訪野IT'「

11.:有 →

[2‐ ‐無

退院年月■  | , |

革i:|:=‐ 11‐
1告

外

来

初

診
院

診
通
往

再

来 鷲器政策υ棚}二
院

診

通

往
前回診療 (訪 問)'1日

平成20年 . 月  日

Oi6去の入院の有無の削除
再入院の状況について、患者の動向

(入院前の場所、在院期 F・3等 )と 併せて
把握した方が、lL域特性に応した医療
提供体制の整lli等 、医療行政への活用
により有効であるため退院票 追ヽ加し、
記入者負担 1隆 減のため一般診療所票
からは肖1除 する。

○調査1キ期に合わせ「平成23年」へ変更.

調査・41項 に変更なし。

(5)受 療の状況

(5)受療の状況

ヽ

―

―

―

―

―

―

ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

r̈'511‖ :埃■,と

|ミ 以下の疾腋
いいますt l:

・アルツ′ヽイマ■
:

膚を含むIB知症

鼎編侵霧場

祠
書鰐潟響41

(ただしい

“

暉答

議期 ,ず

:毒集箸僣(戦艦

`温

診断崎).管理:軍離短
・産じよく哨理

6その他の保健サ =ビス

(5)受療の状況

(5)受療の状況 正1,分娩 (単胎自然分娩)       3正 常1/1娠・産じ、くの管 F■

健康者に対する検査 健康診Wi(査 )・ 管理 5予防接11

そのlLの保 lll・ サービス

(● :`‖ J"|「 |

(例

","r卜

名)

‖(t(01:ヤ t嗜い1

‖|力

`′

′)111火

|まな 枚枚のC
nに椰0している
41合 |ま.ll傷 絆i名

紫況讐俊壇:択してください
=|

|lilllttil:

:颯霧為‐
‐短掟t Fll作 用物‐

||:lillllllillllil

[:ヨiliFfi

[榊嬌

"願
・I(合併症を伴わないもの

' 10高
血圧(症 )

糖尿病(1■ )腎症     ‖虚血性心疾忠
糖尿病(性 )網膜症

‐    121尚卒1・

勝量暑 牒 な ぅ轟 鷹

‖

8鼈 ‖銹 黒 )

1巴 llt(症 )         15慢 性腎不全(181性 1や臓病)

Fs・ lttllt症 (1旨 質異常症) lGl il卜疾患
17その他の疾患

自動章奏通事ま|

1晰
傷

傷

明

．

自

他

不

・

⑦

③

⑨

一

○IF疾患の1大況の追加
肝炎対策基本法て平成22年 1月 施

行)に 基づき、1千炎の総合対策を推llし

ていく上で原因ウイルス別の忠者数の把
握はf■ 要であるが、現行の主傷痛名の
みでは把握できていないため。

○タト傷の原因
回答方法が異なると類41tになり回答の

1ギi度 が落ちるため、他の調査項目と合
わせた|コ 答方法へ変更.調査lr項に変
■lな し,

Ol・ ll傷 病名
「bl尿病側〕網膜症 J―「糖尿病00
眠合lll症」(主 傷/7j名 の分類に統一)

喘 尿病 (lJ:)足 病変J(出現数が少な
いため肖1除 )

'03～
05以外の合 ,卜症をH:う 栖尿rll」

(f糖尿病 (1」:)足病変」を削除したため
選択 1支 番号を変更)

○注釈
副傷痛については設間と重複するた

め注釈を枷1除。
1liキ神疾患」について、簡潔に整理。
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新 23年調査 (案 )
|口・20イ

「調査 変更理由等

削除

(6)透析治療 lD状況

6) jStJi?f,rfi(/)| r i'ttf+j&ljit*,fiq" 2 +o)l[|]fr4tilhtft+3lar)itL4 40n

〔J∫[1宅替rlll
医療施設静lLt調 査において、それぞ

れの医療施設における人工透析の1か

月間の17F数の把握を行つている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分lrrを

することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負l● 軽減を図る観点から
肖1除する。

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

自7生 診療
繰 険外併用
療養費を含む)

医 lr・ 保険等、
公費負担17療

介言像保1悛

(介言1扶助を

含む )

典 協
つけてください。

なお、介護保険
サニビス利用者
て:医療保険等
と公費負担底療
を併用している
場合は、それら
め両方について
選択してくださ

I (医 療保険等 )

01 健康保険・各種共済組合(本 人)  05

02 健康保険・各種共済組合(家 族)  06

03 国民ltt,そ 保険         07

04 退職者医療          08

―

ヽ

ｌヽ―́

―

ン
(公 7を 負担医療 )

感
'イ

トlEの■防及び感染症の想者に対する医jr・ に関する法1:

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療)

生lF保護法(`,ボ 扶 Dll)

そのlLの公費負担による{Jの

(7)診療費等支払方法

(7)診 療費等
支払方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

自費診療
(保険タトリF用 療養費を含む )

2医療保1貪 等、公費負担医療

3介護保険
(介護扶助を含む)

I (医 療保険 等 )

Π (公 費負担医療 )

縫颯
ゑ姜魏議
;:!!il子 i:摯

鍛

`黎

J

ノ

法十

　̈一
計
　
硼

ｒ
ｌｌ
ｌｌ
ド
ｒ
ｔ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担峰減を図るため,選 択肢を統合
Of全国健康保険 協会管掌健康保険」、
「lal康 保険組合」、「各fI共 済組合J―
「llll康保険 各fll共済 i■合」
○「退nt者医療 (本 人 )J、「退職者医療
(家族 )」

→「退lllt者 医療 J

※それぞれ選択 R支 の統合前の医療 {■

険別 l■ l14… 保Fyt局調査課「医療背の

動向Jで把握可。

IE式 名称ではわかりにくい選択llKに つ
いて、一般的な略式名称に変更又は襦i

足説明を追加

○「高齢者の医療の確保にPFlする法律 J

一「高lF者医療 (後 1期 高llli者 医療珈l

度 )]

○
'障

害者 自立支援法」―「(育成医療、
rt生 医療、11等神通院 医療)]を追加

一般診 lrr所 においては出現しないた
め間1除

○「粁:lll保 健及びlliネ‖昨害者福‖Jこ lrl

する法律 J

注釈
○他の項 目と統一した書き方に変更

(8)来 1完時の1't況

(8)来 院時の状況 救急の受診

通常の受診

〔千
3 徒歩や 自

くり子ⅢT」
●

'今

けヽキ:ずれなF?中|||“
=||ll1 診療時間内の受診  2 1診療時間外の受診

(9)救急の1夫 況

`?)牧

意?||1最 な 11撃急車にょり搬送  2救 急外来を受診 3診素時高外の受調 `iγ :以外
該当するもの

すべてを選択し
てください。

0項目名の変更

救急での来院か否か、■た、救急であ
る場合は来院の手段や時鮒1lf等、来院
時の状況を総合 l13に 把握する調査 jl l日

であるため。
OttI「 t lltが わかりにくいたメ)表 現を変更

rl文 急外来を受診」一「徒歩や自家用
1二等による1文急の受診 J

ri～ 3以外1-「 通常の受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩‖日こオ|り結果の‖i度

が落ちるため、来院の手段と,キ |』帯を段
階的に回答するよう選択1支 を分け/3

(10)入 院の状況

(10)入 院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院浩療を要する     4   検査入1完

蠍l黎]寵
卜

に Ili「 1‖l偽刻 理 院可能   5そ

の他

(11)入院の状 lll

(H)入 院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療、手術を要する    4   検11入院

2   生命の危1埃がある                 5   その他

3   受け入れ条 (キ が惟えば退院可能

○「生命の危険は少ない /・7・ 入院治療を
要する」
「手術Jは「入院冶療」に含 iれるため
枷1除 する。

○注釈

回答り
~る

時点を明 FlrFに す /● ため追加
1~る .

調査lI項 に変更なし
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新 23年調査 (案 )

平成23年 lo月 ls・ 1921日 (指 定された1日 )

変更理由等

平成20年 10月 212224日 (指定された 1■ ) 調査実施 日の変更

0忠者の住所
ll喜躊i層:楊景臨 →| 1譜 置 : 禁手を鳳鼎蒻 |→

|   1籠

記入しやすいように選 lPkljKの 表記を変更。
調査事項に変更なし

(■ )外来の lJl別

(4)外来の種91 初

診
1

2

通院
訪間診療

再

来
[【詮舗以獅訪問}一

前回診療 (訪 間)月 日
平成 2J年  月   日

(4)外 来の範印!

4)外 来のTf別 初

診
通院
訪問診療

再

来 鶉以タトの訪問} ~
前回診療 (訪問)月 日

平成20年  月   日

調査時期に合わせ「平成23年」べ変更。
調査 tlf項に変更なし。

おおまかな傾向が把握でき 記入者 rA

担怪減を図るため、選択肢を統合
○「全国健「に保険協会管単llll廉 保険 J、

「
1/t・凛保険組合」、

「
各lI共 済組合J一

「健康保険・各種共済組合J

Of退 ll t者 医療 (4ヽ 人)J、 ri■ ■t者 医療
(家 族)J一「退nt.・ 医療 J

※それぞ,L選択肢の統合前の医療保
険〕lltt値 …・保険局調li課「医療費の
動向」で把握可.

正式/F.称 では1つかりにくtヽ選択Л支につ
いて、一般的なm絆式名称に変 ltl又 は‖i

足説明を追加
〇「高齢者の医療のI確保に関する法‖:」

―喘 齢者医rr・ (後 期高齢者医療制
度)」

○「障害者自立支援法」―「(育成医lr・ 、
更生医f●・、喘 l・ ,1院医療)Jを追加,

注釈
O ILの 項目と統一した:J卜 き方に変更

(6)診 療費等
支払方法

該当するもの
すべてに0印 を
つけてください.

なお、介護保険

{薔製晨華‐
と公費負担医療
を併用している
場合は|それら
の両方にちいて
選択してくださ

1白 lt・ 診療
(保険外lll用

療養費を含む )

2医療 保険等、
公費負担 Eflit

3介護 保険
(介護扶助を

含む )

―

　　『
ヽ

―

―

―

―

ノ

∩
Ｆ
Ｆ
Ｐ
懸

(医 Irt保険等)

健康保険 各種共済組合(本人)

健康保険 各種共済組合(家族)

国民健康 1呆険

退職者医療 ‐

(公 費負ln医療)

感染症の予防及び感染症υ〉患者に対する医療に関する法律

li害者自立支援法 (育 成医療(更工医療、精神通院医療)

生活保護法 (医療状助 )

その他の公費負担によるもの

―ヽ

6)診 療 lt等

支γ、方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

なお:介護保険

革薔卍優奪
と公費負担匡療
を併用している
場合は|それら

3天

`[凛

::`

自費診療
(1呆 険外llllll療 養費を含む)

2医療保険等、公 rt

3介設保険
(介護扶llJJを含む)

■ (公費負担医療)

感染症のテ防及び感染症の患者に対する医療に関する法fl・

障害者自立支援法

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負lllに よるもの

―ヽ―́
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新・23年間査 (案 ) 旧・20年調査 変更理 由等

平
"t23年

9月 1日 ～30日
平成20年9月 1日 ～30日 調」4L渋施 日の変更

(3)懇 者の住「JT

(3)忠 者の住所 1 1 当院と同じ市区mr村内
2 軸 と剛 姉 山 絆

1  鵬 |  1専 □ 需本|

様鑽輻櫂轟糀轟hittim≧、
ヽ
―
―
―
「
―
ノ

(3)患者の住所

病院と同じ市区町村内

彎̈ 区
Fわ□ □嘉□拝村

○記入しや1いように選択肢の表記を
変更.

○回答の精度向上のため、注釈を追加
する。
調査事項に変更なし

(■ )i凸 去の入院の有無

(1),6去 の人院 l  l  有

―

lR院年月日 平成    年    月    日
の有 1嗜   1  2 無

[糊
鼈 岬 鰊 瀾 輻 牌 】剰 I』 ず

鶴 剛

〕

新 規

再入院の状況について、患者の動rpl

(入院前の場所、イE院期間等)と lllせ て
把握した方が、地域特性に応した医療
提供体i‖ の整備等、医療行政べの活用
によりrn効 であるため、入院票から削除
し退院票に追加する。

(5)人 1坑年 11日 、(6)選‖完lr月 日

5)人 1完年 ,1日 成

和 日

(6) '■ 1院 1二月日
平 成  23 年 9 月   日

(4)入院 1■院 lF月 日 ○項目の分制

○調査1キ期に合わせ「:「 Flc23年 」へ変更。
調 4LJi41こ 変更なし,

-9-



新 23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

幽̈
2正常分娩 (単胎 自●l・ 分娩 )

4 tll康 者に対する検査、ltl康 診断 (査 )

3正常ク1娠  産じょくの管理
・管理 5その他の保健サービス

』評聴
|

除きます。)

2)副傷病名 (該 当するものすべてにO印をつけてください。)

‖懸[纏|口Tれ

もの
‖き#彙¨常口招絣驚鮮

1儡
よ

器屁盟U島場tフ曽潔農菅伴う嫁病‖艦畔
巌患  措爆博憲叙側

T腎臓励

J、「肝硬変」スは「肝及J呼内鷹管の悪性新生物Jの場合は、

)1畿4猿1蹴階轟菖薦身,″ら1:壺11韮t

ケ宮震魏難 111轟躍霧
'摯

(7)受療の状況 (5)受 療の状況

(5)受 療の状況 2正 常分娩 (単胎 自然分娩 )

4 1tl康 者に対する検査、健康診断

3

(査 )・ 管理 5

正常政1娠・ lrrじ ょくの管理
その他の保l■

lサ,ビス

(例 :`刊 →

“

1●

("l"i‖

`ヽ

ヤ,)

‖|`|(“ ,111P,

いヽ●‖
'1相

t根型)

またt枚数あ傷

"に
椰忠している

場合は|"1{“颯名

辮 瑠
択しヽ ください.|

13‐鳥i接晟:

鼈
靱
鰺
をいいまり■(ただ
し「hlll ttH口 tユ 除
きます.).

外傷の原因 (中毒を含む)[

〕孝ξ[ξll』静貫「章il″:

鋳範 13霧
スポ■ツ申の事故 ■1・■
転倒・転落

(2)副 傷病名 (該 当するものすべてに○印をつけてくださぃ )́

情尿病(合″,症を伴わないもの)10高 11圧 (症 )

糖尿病 (ll)腎 症     ‖虚血性心疾患
糖尿病 (性 )網膜症    12脳 卒中
糖尿病 (摺 :)神 経障害   13聞 塞性末梢rlJ脈 疾患

病(性)足病変  1 14大 fJllltf/k患

,3■96然外の合併
=を

伴う糖屎病  (大」lllttF71 1、 大 ll噺瘤 )

Л巴満 (症)        151饉 性腎不全(慢性瞥臓病 )

高脂 ll■ 症 (1旨
『

i異 常症) 161n神 疾患
17その他の疾患

○肝疾患の状況の追加
肝炎対策基本法 (平成22年 1月 施

行)に基づき、1千炎の総合対策をIIL進 し
ていく上で原因ウイルス別め患者 J/tの把
握は重要であるが、現行の主傷病名の

みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になり回答の

P8度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査事項に変
更なし。

○副傷病名
喘 尿病 (性)網 1史症」→f糖尿病 0■ )

眼合併Fr」 (主 傷病名の分頓に統一)

鴨 尿病 (性 )足病変」(出現数が少な
いため削除 )

『03～ o5以タトの合lll症 を伴う糖尿病 ]

(「 糖尿病 0■ )足病変」を肖11除 したため
選側 支番号を変更)

Or■釈
l・ 1傷 r71については設間と重複するた

め沼1釈を浄1除 .

「情神疾患」について、洒潔に1≦ 理。

尚11除

(6)がん治 ll・ の有り11

がん治4/1の 1 1  有
-  1化

学療法  放 1サ線治療
存1嗜     l          l

齢 17」
翼

〕 12無   |  
〔
2解 照射 3M鍬 岬 射 4そ の他

〕

医療施設 llllLI‐Jl査 において、放射線
治療及び外来化学療法の実施状況の
把握を行つている。また、lt会医療診II「

行為別調査において、放rlM治療ごと
0)詳11な件数の把握を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担16減を
図る観点から肖1除する.

(8)診療費等支払方法

(8)診療費等
支IA方法

.該 当するもの
|

:,IT:

日費診療

(保険外 lll用

療養費を含む )

I (医療保険等)

01 健康保険:各種共済組合(本人)  05

02 健康保険:各種共済組合(家族)  06

03 国民健康保険        07

04 退猥者医療         o8

鶉̈臨̈̈
」

2医療保険等、
公費負担医Jrf

3介護保険
(介護扶助を

含む )

―

ヽ

「
´

ヽ
―

―

―

―

ノ

(公 費負担医療 )

感染症の十防及び感染症の忠者に対する医療にF/1す る法‖:

ll神 保ltt及 びヤイ1卜障害者福1は こ関する法律 (措置入院 )

障害者 自立支援法情 成医療、更生に療)

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公賛負担によるもの

(3)診 療 rt・ 苺〉支払方法 おおまかなltI向 が1■握でき、記入者 負
担軽減を図るため、選択 1芝を統合
○「rt府管掌健康保険 J、 樅 康保険組
合」「各fI共 済組合」―「

1/L・1,保険 各
lJ共 済ill合 」
○「退nt者医療 (本 人)」 、「退lPl者医療
(家族 )」 一「退llll者 医lltJ

※それぞれ選llk肢 の統合前の医療保
険別l数値… 保険局調査11「医療費の
Jlb向 」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選IFk肢 につ

電裏扇記堪協1訃
式

争
細 鍛 更鶏 柿

21吾朧薯窪躍霧 儡 鼎 鼎 弊 綺
律J

き}繕神保健及び精神障害者福lllこ 開
する法律」→

'(lBL置
人1完)Jを追加

入院と外来、又は、病院と診療 F・JTを合
算した全数を把握するため、他の調査
票と合わせ選択肢を追 lll

O ri障 害者自立支援法 (育成医療、更生
医rr)」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更
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艮

1日 20年調査 変更 FJ:由 等

(9)病床の種別

(9)病 床のfII別 1         1 精神病床      4 療養病床 (医療保険i直 用病床 )

2 感染症痛床     5 療養病床 (介言〔保険適 lll病 床 )

3 結核病床      6 -般 病床

(9)rll床 の種ワ|

°m創
1師 [動患鷲[∬響

〕 :珈 鷹珈 m
3 感染症病床            7  -11病 床

4 結核病床

老人性認知症疾患痢 Yt病
棟を有する

施設の・Ht少 により、出現数が少ないこと
から

'1帝

料〕病床」として統合整理する。

※老人性認知症疾患療養耐 lt・ …介護
サービス施設 事業所調査で把握可。

(10)入 院前の場所

′|こ●11`“ ″111,■  ,ル ‖‖Fi“ η)

`「
'」
～
「bJの場合い、その所在地にういて記入してくたさぃ。)

211T,Ⅲ守ヤEヨ 霞 Eヨ 11Eヨ i

(10)入院前の場所

(10)入 院前の  l 家庭
場PFr    l〔  1判

=Lp院
_… ■ (Lσ2■ 院:診壼所に通1完  3作 こに■0カ Ⅲl,■ 1カ ‖lil崚 ,)4そのfし 〕

:性纂li方[難 ;[肯:鶏
6製

流l書聖贅嬌暢割
7悧教融施謝こM

入院前の場所→医療機関→転帰一退
院後の行き先という流れを地理的にも詳
nmに把握するため入院前の所在地を追
加し、「医frF提 供体制のrl保に関する基
本方針」(平成 19/AF3月 30日 告示)に基
づく医療計画の策定のための基 IPt資 ||

とする。

(11),(1院 Iキの状況

(11)来院時の状読 l         l   救急の受診

時
1  ●常の乗診   「 2 救急車により搬送  3

(「 2,又は
'3Jの

瘍合は、いずれ力ヽこOFpをうけそくたさぃ。)

1 診病時間内の受診  2 診療時間外の受診

(11)救急の 1夫 ,兄

OⅢ峨
4‐ 1警急〔1救急コこよ嘲■ 21な外|を手多 3診 本時間外?受謝  411～ 3以外

腋当するもの
すべてをL●択し
てくだき。ヽ

O項目名の変更

1文 急での来院か 7i力 、また、11急であ
る場合は来院の手段や 1+‖ ||卜 等、来院
時の1カ況を総合的に把握するrll査 項目
であるため。
O選択1支がわかりにくいため表現を変更
「

1文急外来を受診」一 r徒歩や自家■|

11等による牧急の受診」
「1～ 3以 外」→「lLl常の受診」

〇回答方法の変 ll

fl複回答では傾‖tに /1Nり 響ittυ)ri度
がたちるため、来1院の手「tと‖

=問
|卜 を段

階的に回答するよう,ltttlllKを分ける.

(11),■1院後の行き先

(11)退 1院後の

行き先

1賞
「

!署i),〕

341こ |"llて ,Iル 11鷹

'″
 Iル‖1411■ , 4

′力

"元
・ 言′薫 ,いこ人 1売

5地域医l1/支 援病院 ‐特定機能病院 6そ のlLの病院
8介護老人保健施設に入
10 fl:?hilLlirrrifl:^ff I ll..n{tlt (

(13)退院 後の行き先

●0澪
彗そ

の

lr臀 当陶 3[咋  2他 の病院 診療所に通院 3● こに″

“

砧 ,″ /jl高性¬ 4その他 〕

(12)に帰(『5

死亡Jυ ,場 合|■

記入のビ要11あ

(:躙署質岸樋掘誨|[斯
機菅:印亀老人福:L売姿仕突紫 フ診痢 )

10社会 ll・ ねLliL設 に入所    ‖ そのlL(不明等 )

入院前の場所―医療機関―転 IIl→退
院後の行き先という流れを地11的にも詳
細1に把握するため退院後の所在地を追
加|し 、唯 療提供体制の rlL保 に関する基
本方奮IJ(平成 19年3月 30口 告示 )に 基
づく医lrr計 画の策定のための基礎資料
と

'~る

.
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新 23年調査 (案 ) 1日 2ヽ0年調 査 変更理由等

平成2)年 9月 1日 ～30日 平成20年 9月 1日 ～30日 調査実施 日の変更

(3)患者の住所

(3)患者の住所 1 1 当院と同じ都道府県内
2 当院とは,|の都道府県 →

|     1 需資

(3)忠 者のlt所

0肺姓所
11 

謬震離層鼎鼎盟貴→|   1鮮

記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更 /1・ し

(■ )過去の入院の有無

4)過去の入院 1  1 有

―

,こ院年月日 平成 年
の有無   1  2 無

〔踊鮮閻魃 量t#量介[1鵞:】謂I二4院

軸
〕

新規

再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と 俳せて
把握した方が、lL域特lllに 応じた医療
提供体 llの整備等、医療行政への活用
により有効であるため、一般診療所票か
ら伸l除 し退院票に追加する。

(5)入院年月 日、(6),1院年月 日

5)入 院年 月日 成
和

平
昭 年 日

(6)退 l12L年 月 日
平 成  23年 9 月   日

(■ )入院・退院年月日

(1)入 院 退院

11月 日 入1院年月 日

1  平成

2  昭和
年 月 日 退院年月 日 平成20年 9■   日

0項 目の分■1

0調査時期に合わせF平成23年 Jへ変更。
調査lf項に変更なし.

(7)受療の状況

(7)受療の状況

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈
甫̈酵f賞昔
藷jil
l厳神作用物質に
よる

'|「

及び行動

篠 轟層:,
合失劇症型

“

雷
及1怯想社障●

減

麗燥箸鵠半塚瞑磐う性t診断(翻・管理:署λ戦こ″;ぜ理

(5)受療の llN況

(5)受 療の状況 正常分llrt(単胎 自然分娩)

健,こ者に支|する検査、lll・康診Wi

3

(査)管 理 5

正常llT娠 ・産じょくの管理
そのlLの保健サービス

("1:tlI)"‖ H
(何 :"」 ,卜″,)

‖位(14:「 |イ,“ |

‖:がん)■ 1人

(ljti",■ 1■い代ⅢⅢ
■もできるた

'14
外傷の原因(中毒を含む)

|

主傷病名が外傷(中毒を含む)の
場合は1下 lllか らその原因を該当
する番号で1つ記入してください。

儡
的
脇
利

⑦
③
◎

(2)副 傷病名 (該 当十る|、 のすべてにの F口 をっけてくだヽい )

帖尿rTl(合 lll症 を1+1)な いもの〉 10高壺L「I(症 )

糖尿病 (性 )1埠症     11虚 血 1■′心疾患

糖尿病(性 )紳膜症 | 1  12脳 卒中
糖尿病(性 )11経障害   13閉塞性末梢動lJR疾 患

諄島 駿 胤 馨臨 it凛♂

41溜
鵬 議 、大動脈m

肥満 (症 )        15慢 1■ 臀不全d晏性腎臓病)

高 1旨 血症 (1肯 ll異常症) 1喘 神疾患
i7そ の他の疾忠

珈穆
蝙̈
腑
魃
蜀

O肝疾出の状況の追加
‖千炎対策 llL本 法 (平成22旬11月 施

行)に 基づき、肝炎の総 合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は lrl要 でぁるが、現行の主傷病 名の

みでは把握できていないため。

O外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になリロ答υ)

ギi度が /Fちるため、他の調査項目と合
わせた回答方 ll′ 変ヽ更_調査1'項に変
llな し,

0]1傷病名
「糖尿病 (性 )網膜症J―「糖尿病 0■ )

RR合 併症,(主 ltb痛 名の分頻に統一)

「糖尿病 (lll)足 病変J(Hl現数が少な
いため仰1除 )

「03～05以外の合併症を伴う糖 lr.F7i」

(「 1着尿病 (1■ )足病変」を肖J除 したため
選択肢番号を変更)

OttfFk
F81傷 病については設間とTt複 リ

ー
るた

め注釈を削除.
「精神】疾患1について、簡潔に整理。
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新 23年調査 (案 ) 旧 20年調査 変更理由等

尚11除

(6)がん治療の有無

ん v治療の 1 1  有 ― 一→ 1 1 イヒ学療法  放4f課 治療
有 無

1111碇(慶 ]12無  |  〔
2休外照l13腔 内 組縦ノ!照身+4そ υ)他

〕

医 fF「 施設静態調査において、放射繰

治瞭及び外来∫ヒ学l1/法の実施状況の

把 lF■ を行つている。また、l■ 会医療診療
行為別調査において、放射線治療ごと
の詳細|な 件1/tの把撮を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担峰減を
図る観点から肖1除 する。

(8)診療費等支払方法

(S)診療費等
支払方法

該当するもの
す

^て

にO印を
つけてください。

なお 介預保険
サ■ビス利用者
で、医療保険奪

鮮:∬
の両方にらぃて
選択してくださ

自〕セ診療
(保険タトリF用
療養費を含む)

医療保険等、
公 l・t負担医療

介言1保 険
(介 i饉扶助を

含む )

I (医 療保険等 )

0: 健康保険・各種共済組合(本人)

02 健康保険 ,各 種共済組合(家族 )

03 国民 lltl康保険

04 退職者医療

Ц  (公費負lu医 療 )

高齢者医療
(後期高齢者医療制度)

労 l」ll災 害・公務災害

自」JlコIIFl害 1音 lll保 障法

その他

０５

　

“

　

０７

　

０８

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

ヽ
―
―
―
―
ノ

∩
――
ド
Ｐ
υ

感!た症の予防及び感
'た

症の忠者に対する|=療 に開する法『ト

障害者自立支援法(育成医療、更生医療)

」こ活保:〔法(|[療扶助)

そのl_の公ノI負担にLるもの

(8)診療費等支払方法

診療費等
支払方法

1 自費診療
(保 1吹外,F用療養費を含む)

2医 fr・ 保険等、公☆負担医療

3 介言隻保1険

(介護扶助を含む)

(医療保険等 )

核当するもの
すべてを選択し
てください:

なお(介護保険
サrtF^利 用者
で、医療保険等

鮮 聟
の両方にういて
記本してくださ

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

仁

―ｌ

ｒ

ｒ

で

(公 費負担医 fr・
)

感染症の予防及び感染lllの ■者に対するL療に1円 する法(P

精神保腱及 び精神障害者福祉に関する法律

生活保護法 (ll療 扶助 )

その ll_の公費負lllに よるもの

おおまかな傾向がl■lFLで き、記入者負

担軽減を図るため、選択肢を統合

Of政 府管掌健康保険 J、
「健康保険組

合り、「各fJi共 済組合」→ flll療保険・各
種共済組合 J

O「 退lrt者 医療 (本 人 )」 、樋 職者医療
(家族 )」 ―「lfstrlt者 医療 J

※それぞれ選択1支の統合前の医療保

険 71数値 ・保険局調査御:「 医療 ltVの

Jjl向 」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名動

“

こ変更
○「高齢者の医療の確保に開する法1:j
―「高齢者医療 (後 1■高齢者医療市1

度 )」

一般診療所においては[1現 しないた
め尚1除

O rlll‖]保 lll及 びhい,障害者補 llJこ∫舅
する法 1:J

入1坑 と外来、又は、病 12tと 診療所を合
悌した全数を把握するため、lLの 調査
_・ と合わせ選択 1支 を追 ll l

O叫 害者 自立支援法 (育 成医 ly.、 更生
|工 療 )」

注 f「N

OILの項 目と統一した ilド きブJこ変更

(H)来院 |キの状 rlt

(11)*院時の状ユ1             救急の受診

〔ィ
1 ‐通常の受診   1 2 救急車により搬送   3 徒歩や自家用車

('2」 文|ま
'3」

の場合は、いずれヵ、こo印をっけてください。)

■ 診泰時間内の受診  2 診療時間外あ受診

(11)救 急の状況

。D■ の|,1岬 [1然急車により輩送 2救 急外来を受診 3診療時間外の受調
41～ 3以外

該当するもの
すべてを選択し
てください.

〇項 目名の変更
1文 急での来1院か否か、■た、1文 急であ

る場合litt17Lの 手rttや‖キ間‖〕等、来院
1キの状況を総合的に把IFtす る調査項目
で.tlる ため。
○避沢11がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診J一 r徒歩ゃ自家月]

J二 等による救急の受診」
「|～ 3以 外J―

'通
‖:の 受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の枯度

/j・ ,`ち るため、来1売の手段と
'キ

出]帯を段
階的に回答するよう選択 n支 を分ける。
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資料 2-5

平成 2 0年患者調査

調査票

・病院入院 (奇数)票

・病院外来 (奇数)票

・病院 (偶数)票

・一般診療所票

・歯科診療所票

・病院退院票

・一般診療所退院票

厚 生 労 働 省



串
い 者 調 査

記フ、上√)注意

l ※印欄には、記入しないでくださtヽ

病院入院 (奇数)票
平成20年 10月 21ロ ヘ23日 (指定された1日 )

2 500～ 599床 の病院につしヽては生年月日わ末曜が 1、 3、 5、 7日 め患者について作成してください
3 600床 以上tわ病院につtヽて|ま 生年月日tり末尾が 3、 5、 7日 tり患者について作成してください

`

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 H―

患 者 番 号

号
査

第
調

続
者

定指
患

(1)↑生        B嗜 1 男 2女 l(2)出 生年 月日 1 1 平成  2 8召千口 3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 の 住 所 病院と同じ市区町村内

病院をは別tり 市区町村 都道
府県

区
町村

※ 市 区町 村 コー ド

_LIJ J
(1)入 院 年 月 日等

ヽ
―

―

―

ノ

”は一一

輛
傷

を
と‐ま、．一機
縮
ｐ
曇

轟́
翔
議
す
ヽ

月
入院 年 月 日  1 平成

2   3召 千日
II午

過 去め フ、院 の有無

〔 il号「事f磐]il12「言ξ:性ヂl圭:lξξ言 〕
1 有 

一

2 無

i塁 院 年 月 日

平成    年    月     日

賞 状

主1葛病名について|ま 、発
病√)型 (倒 :急性 )、 病□
("1:病原イお名)、 部位 (何 :

胃噴門部かた)、 性状 (同 :

病理IE織型,等 t)できるだ
1す記入し〔くたきtヽ

.

また、複数の傷病 |二 健患
している場合|ま 、副傷病名
欄の中からヨt当するものす
べてを選択してくだきt、

「16精神疫患_ヨま、ア′し
ツ′ヽイマー病を含む認知
症、精神11用 わ質|[よう構
神及び行動√)障害、統合
失調症、統合夫調症型障
害及び妄想性障害、気分
[感情]障害、神経症性障
害、てた1■ 、その他′)精

神及ひ行動′)障害をtヽ い
ます。(ただし

'精
神遅滞 _

は除きます。)

:兄療 正常分挽 (単胎 自然分崚 )

健康者に対十る横査、健康言ゝ断 (査 ,

1 傷病め診断・治療

|

・管理

3

5

正常妊娠・産じょくの管理

その他の保健サービス

２

　

４

(1)主 傷病名

―

外傷の原因 (中毒を含む)

不慮′)事故        故意又は不明
0 自動車交通事故   0 自傷
② 自転車交通事故   O 他傷
13 そtl他の交通事故   0 不明
0 スホーツ中の事故
Э 転例・転落
O T～ 5以外t‐ 原因i=よる不慮の事故

九 醗蔦
=轟

耳瓦虜蔦
=ず

〔量警 維皇言隼籍野:組〕
01 副1ヽ病なし

電■奮|ぎ=篭を′=●■ tヽ■, 10 高血圧 (症 )

椿尿病 t性 )腎症     11 虚血性心疾患
糖尿病 (性)網膜症    12 脳事中

椿尿病 (性)神遅障害   13 門塞性末梢動脈疾患

惜尿病 (性)足病変    14 大動脈疾患

０２

０３

“

０５

０６

０７

０８

０９

03～ 06■ ｀ア
'き ■

=を 'ユ
,電 ミF

肥満 (症 ,

高脂血症 (月旨質異常症 ,

(ス難:ス学亀、大軒1妥還
'it贅ス皇:慢 t腎薇肴 ,

情神疾患

そtつ 他の疾患

1 維持透析治療中 2 その他tの l_●析治療中 3 治療なし 不明

(7)診療費等支払方法

該当するもt″)すべ
てを選択してくださ
t｀´

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい
る場合は、それらの
両方につtヽ て記入し
てください

(医療保険等)

01  菫Ξ建薫
～
■■二薔事健豪長■

02 主議撻察
～
摯
=喜

詈
=建

要■
"03 健康保陵組合(本 人,

04 健康保険組合(家族,

05 各種共済f■ 合(■ ′、)

06 各種共清組合(家族)

07 国民健康保険

(公費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患音に対する医療に関する法律
精神保健及ひ精神障害者福祉i二関する法律
生活保護法 (医療扶助,

その他の公費負担によるも√
'

自費診療
(保 険外併用療養費を含む)

医療保険等、公費負担医療

イト護保険

(rl護扶助を含む)

ｒ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｔ

■
′
―
―
ｌ
ｔ

軍 喪

「

劃

―

―

リ

一法ス
¨

０８

００

‐０

‐１

‐２

‐３

ヽ
―

―

―

ノ

(S) 紹 F卜 め 状 況 1 病院から  2 -11診 療所から 3 歯科診療所から  4 介護老人保健施設から

5 イト護老人福祉施設から       6 その他から    7 紹介なし

兄

、

‐

プ

叶
本一

、
の
だ

色。
一”
一ヽ

中毅類

く

ｒ

ｉ

ｔ

救急  〔 1 救急車:こよ:)搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外tの受診 〕 4 1～ 3以外

(10)病 床 tつ 種 別 精神病床
 〔

療養病床 (医療保険適用病床 )

療養病床 げ卜護保険適用病床)

一般病床

毒介勝諏鷺鞣章霞療養病棟〕
感染症病床

結核病床

(11)入 院 の 状 i兄 生命tつ 危険は少ないが入院治療、

生命の危険がある

受|す 入オl条件が整えば退院可能

検査入院

その他

手行を要する



記入上め注意

患 者 調 査

病院外来 (奇数)票
平成20年 10月 21日 ～23日 (指定された1日 )

1 ※印欄には、記入しないでください、

1 500～ 599床 ′)病院については生年月日J)末尾が 1、 3、 5、 7日√)患者(■ ついて作成してください.

3 600床以上の病院 :こ ついては生年月日
`)末

尾が 3、 5、 7日 の患者について作成してください。

厚生労働省

※保健所 符号

施 設 番 号 H一

患 者 番 号

号
査

第
調

十続
者

定指
患

(1) 性 女男1 (2)出 上年 月 日 1 平成  2 0g和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 の 住 所 1

2

病院と同じ都道府県内

病院とは別の都道府県 道
県

都
府 歴

(4)外 来 √)種 別 初

診

1 通院

2 往診

再

　
来

通院

往診

訪問診療

ERI師 以外″)訪問

ヽ

―

＞

―

リ

前回診療 (訪問)月 日

平成 20年     月    日

(5)

主傷病名tこ ついて|ま 、発
病●,型 (何 :急性 )、 病園
(1可 :病原体名)、 部位 (11:

胃噴門部がん)、 性状 (同 :

病理組織型)等もできるだ
|す 記入してくださせヽ。

また、模蠍′,傷病に罹患
している場合は、副傷病 名
欄′,中 から該当するも√,す

べてを選択してください

「16精神疾患=とは、アル
ツハイマー病を含む認知
症、精神作用物質 i■ よる情
神及び行動

`,障
害、統合

失調症、織合夫調症型障
害及び妄想1生 障害、気分
:感情]障害、神経症性障
害、てんtえ、その他の精
神及び行ll」 ′,障害をいい
ます,(ただし「精神 l_ri帯

_

|ま除きます。,

療 1 傷病の診断・治療   2 正常分挽 (単胎自然分晩)       3 正常妊娠・産じょくの管理

|   :[雰 蔵 鱗 蜃

鰺 旧 J観 5予 際 種

01 副傷病な

02 :=電 デモ l=三社■■■ ■,`'' 10 高血圧 (症 )

03 憶尿病 1性ゥ腎症     11 虚血性 `と 疾ヽ患
04 糖尿病 (性 )網 臆症    12 月ご卒中
05 糖尿病 (性 ,神経障害   13 開塞性末梢動脈疾患
06 槽尿病 (性 ,足病変    14 大動脈疾患
07 o3ヽ 06りヽri生

=を
■■言■=   (大動脈解離、大動脈療 :

08 肥満 (症1         15 慢性腎下全t慢 性腎薇病)

09 高脂血症 (脂質異常症,  16 精神疾患
17 そ

`,他

‐l疾患

―

外傷′)原 因 (中 毒を含む)

下慮
`,事

故        故意又は下明
C 自動車交i邑事故   0 自傷
2 自転車交i壼事故   3 他傷
3 そ′,他の交通事故   9 不明
● スホーツ中■,事故
3 転倒・転落
3 ■ヽこ以外●,原因i二 よる下慮わ事故

(1)主傷病名

の

比 凛 蔦 夏 万
==燎 =ポ

〔言署 :畿
裏詈勇喜ど 3籠

｀
通
〕

(6)透 析治療″)状 況

〔遭警5「機関での治〕
1 維持透析治療中   2 その他の透析治療中  3 治療なし   4 不明

(7)診 療費等支払方法

該当するものすべ

てを選択してくださ
い_

なお、介護保険
キービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい

る場合は、それらの
両方について記入し
てください_

1 自費診療

(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険

(介護扶助を含むヽ

全二湾蒙集11事 会言
=ヽ

ま集「li='、

全二惨蒙
'「=■

会言率滝薫燥「|ヽ

=■
健 康 保 険 組 合 (本 ブ、)

健康保険組合〔家族 ,

各種共済組合(本 ノ、リ

各種共済組合
`家

族 )

国民健康保険

療保険等 )医‘

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

〕

法る

財
　
法

=(公
費負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療 |二 関する法律

障害者自立支援法
生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負担によるもの

(8)紹 介 の 状 況 1 病院から  2 -般 診療所から 3 歯科診療所から  4 介護老ノ、保健施設から

5 介護老ノ、福祉施設から       6 その他から    7 紹介なし

兄

ヽ
―
ノけ【社

急
札
α蝉毅鎮

＜

ｒ

ｌ

に

救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕  4 1～ 3以外



者 調 査

記フ、上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください:

病院 (偶数)票
平成20年 10月 21日 2ヽ3日 (指定された1日 )

2 500～ 599床の病院については生年月日′)末尾が 0、 2、 4、 6、 8、 9日 の患者:こついて作成してください,

3 600床以上F)病院については■年月日√)末尾が 0、 1、 2、 4、 6、 8、 9日 の患者について作成してください,

どちらかにOを つけてください 1 入  院 1 2外  来

厚生労働省

※保 健所 符号

施 設 番 号 H―

調 査 票 番 号

この調査票に記入した患者数 1    人

号
査

第
調

計統
者

定指
患

患者番号 性 出 上 年 月 日

1 1  男  2 女 1 平成  2 0召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 B召 和  3 大正  4 明治 年        月        日

4 1  男  2 女 : 平成  2 03和  3 大正  4 明治 年        月         日

1  男   2 女 1 平成  2 日
=和

 3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 0E和  3 大正  4 明治 年      月       日

r 1  尋  2 女 1 平成  2 8=和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年       月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日E和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 BE和  3 大正  4 明治 年        月        日

11 1 男  2 女 1 平成  2 日E和  3 大正  4 明治 年        月        日

12 1 男  2 女 1 平成  2 03和  3 大正  4 明治 年       月        日

1  男   2 女 1 平成  2 日呂和  3 大正  4 明治 年     月     日

1 男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男   2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年       月       日

17 1  男  2 女 ! 平成  2 日g和  3 大正  4 明治 年     月     日

1  男  2 女 1 平成  2 9g和  3 大正  4 明治 年        月        日

19 1  男  2 女 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治 年         月        日

1  男  2 女 1 平成  2 日召和  3 大正  4 明治 年        月         日



号
査

第
調

続
者

定指
患

者 調 査串
小

記入上の注意

※印欄には、記入しないでくだきt

一般診療所票

平成20年 10月 21・ 22・ 21日 (指定された1日 )

厚生労働省

※繰 f73所 符号

施 設 番 号 C―

患 者 番 号

(1) 性 1男  2女 l(2)出 生年 月日 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 tD住 所 1

2

診療所と同じ都道府県内

診療所と:ま 別の都道府県 都道
府県 一Ｈ

等
　
　
、
‐
‐
‐
‐
‐
ノ

＜
　
　
′ｒ
‐
‐
‐
‐
ヽ

入

院

入院 年 月 日  1  平成

2  8召千日
年 日月

岬
様颯〓

，
　
′

ｒ
ｉ
‐
‐
‐
ヽ

1有 →

2無

退 院 年 角 日

平成   年    月    日

,ト

来

初

診
通院
往診

再

来 : 渥肇  : 鯰 浦  トー
前回診療 (訪問)月 日

平 成 2o年    月   日

賞 tの

主傷病名につtヽ では、発
病√)型 (1可 :急性),病□
(倒 :病 原体名)、 部位 (l・・l:

胃噴P電 部かた)、 性状 (例 :

II~理 組織型 )等もできるだ
:す記入してくヽだきい_

また、複数√)傷病に罹患
してtも場合|ま 、副傷病名
欄め中から該当するも

‐lす
べてを選択してください

.

16精神疾患_と |ま 、ア′レ
ツ′ヽイマー病を含む認毎
症、精神r=用拘質|■ よる情
神及び行動√)障害、統合
失調症、統合夫調症型障
害及ひ妄想性障害、気分
[感情:障害、神経症性障
害、てたか,t、 その他lr,構

神及ひ行動√)障害をいい
ます.(ただし「精神遅:帯 _

1ま除きまず。)

,兄:眈療 1 傷病tう診断・治療   2 正常分娩 (単胎自然分娩)       3 正常妊娠・産じょくの管理

|  :l硫 濯 Eと言
経̈ 艶 5訪雛

副傷病名 (言亥当するものすべて:■ 0印をつ

― ―

    (中 毒を含む)

〔言‐警慇肇蓄与iござ3皇{

主傷病名

不慮め事故        故意スは不明
tl‐  自動車交通事故   0 自傷
2 自転車交l_E事 故   Э 他傷
3 そど,他の交通事故   9‐  不明
C ス

=―
ツ中の事故

6 転伊1・ 転t
O Tヽ

=以
″卜√,原因による不慮の事故

(

01 副l傷 病なL

02 電子Fl夕==を二■■ |ヽい 1  10 高血圧 (症 )

03 持尿病 (性)腎症     11 壺血性心疾患
04 糖尿病 (性)網膜症    12 月ご卒中
05 糖尿病 t性)神経障害   13 開塞性末梢動脈疾患

06 糖尿病 (性,足病変    14 大動脈疾患

07 o3ヽ 06,1‐ ',き ,==を二う電■■   :ス■11筆確、、女承覆|

08 肥満 (症 )       15 晏菫腎`圭 1漫 亡警;=青 ,

09 高脂血症 (月旨質異常症,  16 情神疾患

17 そ√)他の疾患

(6)透析治療の状況

〔暮tζ
『

躙での治〕
1 維持透析治療中 2 そtの 他tめ透析治療中 3 治療なし 不明

(7)診療費等支払方法

該当するもtりすべ

てを選択してくださ
い.

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい
る場合は、それらの
両方について記入し
てください。

1 白費診療

(保険外併用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 介護保険

(介護扶助を含む)

:(医療保険等)

=(公
費負担医療 )

:|| ::[::[[:ま liii亀

竃渇革曹皇躍

療に関する法律

    〕

(S)紹 介 tの 状 i兄 1 病院から  2 -般 診療所から 3 歯科診療所から  4 介護老人保健施設から

5 介護老ブ、福祉施設から       6 その他から    7 紹介なし

(9)救 急 tつ 状

〔を考箋霜吉宅tfrて
え

、

‐

ジ

救急  〔 1 救急車により搬送  2 救急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕 4 1ヽ 3以外

入

院

の

み

(10)病 床 の種 別 1 療養病床 t医療保険適用病床)  2 療養病床 (介護保険適用病床)  3 -11病 床

(11)入 院め状況 手ftrを 要する 検査 入院

そtり他

生命tう 危険は少ないが入院治療、

生命tつ 危険がある

受:す ア、れ条件が整えば退院可能



記入上のIE意

※印欄には、記入しないでください。

患 者 調 査
歯科診療所票

平成20年 10月 21・ 22・ 21日 (指定された1日 )

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 D一

患 者 番 号

号
査

第
調

↓―
統
者

定指
患

(1) 性 1 男 女 (2)出 生年 月 日 1 平成  2 昭和  3 大正  4 明治   年  月  日

(3)患 者 の 住 所 診療所と同じ都道府県内

診療Prと |ま 守jの都道府県 道
県

都
府 下

(1)外 来 ′〉種 別 初

診

j重院

訪問診療

再

　

莱 l ]il欝以外′)言方間  }~
前回診療 (訪問)月 日

平 成 20年    月   日

(5)(男 病

01  う蝕症 (C)

02 歯髄炎 (hl)、 歯髄壊疸 (Pu壊疸 )、 歯髄壊死 (Pu壊 死)

03 歯根膜炎(Per)

04 歯槽膿瘍 (AA)、 彗根嚢胞 (ヽ Zヽ)

05 歯内炎(G)

06 曝性歯周炎 (P)

07 歯内膿瘍 (GA)、 その他ア)歯 周疾患

08 智歯周囲炎 (PeHco)

09 その他√)歯及び歯の支持組織の障害

10 じょく晴性潰瘍 (Dul)、 国内炎(Stom)等

11 その他め顎及び口腔の疾患

12 歯め楠てつ (冠 、ブリッジ、有床義歯、インブラント)

13 歯科矯」
~

14 外国 1■よる損傷

15 検査・健康診断 (査 )及びそ√)他の保健医療サービス

(6)診 療費等支払方法

該当するものすべ
てを選択してくださ
い 。

なお、介護保険
サービス和1用 者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してい
る場合は、そオ■ら′)

両方について記入し
てください。

1 白費診療

(保険外併用療養費を含む)

2 医療f果険等、公費負担医療

3  介言隻保険

(弁護扶助を含む)

I`医療保険等 )

01 全Ξ薄素集 _r事 会彗事逃奪集:=|=k,  08

02 全E違策集「■■奎箸革逃憲年111T=) 00

03 健康保険組合(本 ノ、,      10
04 健康保険組合(家族,      11
05 各種共済組合(本 ノ、,      12
06 各種共済組合(家族,      13
07 国民健康保険

=(公
費負担医療 )

退職者医療 (本 人)

退職者医療 (家族)

高齢者のE療の確保に関する法

労働災害・公務災害
自動車損害賠償保障法

そ/rl他

〕
14 感染症の予防及び感染症√,患者に対する医療に関する法摩
15 障害者自立支援法
16 生活保護法イ医療扶助 ,

17 そ√,他 (わ 公費負担 1■ よるも′|



患 者 調
病院退院票

記入上てら注意

※印欄に|ま 、記 入しないでください。 平成20年 9月 1日 ～30日

厚生労働省

※ 保 健 所 存 号

施 設 番 号 H一

患 者 番 号

号
査

第
調

計統
者

定指
患

(1)性        =lJ 1男  2女 l(2)出 上 年 月 日 1 平成  2 EE和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 音 の 住 所 1

2 区
町||

病院と同じ市区町|1内

病院どま別の市区町村 都道
府県

4)入 院・退院年 月日
入院 年 月日 午

成
和

平
昭

日 J_■ 院 年 月 日 平成30年 9月     日

主傷病 名|二 ついてli、 ヽ
病の型 t夕 1:急 性 )、 病因
(■ 1:病 原 l■ 名)、 部に (術 1:

胃噴F5部かん )、 性サ (例 :

病理T■燕型 )等 t‐ できるだ
|=記 入してくたきい。

また、慎tの傷病 11羅患
t〔いる将台|ま 、露け傷病 名
14√ )中■・ら該当するt!の す
べてを選れ てくたま ヽ

:16t・1神 疾憩 と|ま 、ア′,
ツ′ヽイマー病を台む言こ知

症、精神作用物質 :ニ ミろ情
神及び

`テ

動の障害、症台夫
調症、綻台失調症型障害
及び妄想性障害、気青〔感
情I障害、神極症性障害、
てん■,た 、そず)他 tう IFtr神 員
び i予動の障害をいいまキ

tただし
´
精神lFr滞 ĺi除 き

況状療受 ! 傷病の診断・治療

|

正常分挽 (単胎自然分焼 )

健康音:■対する接査、健康診断 (査 ,

正常妊振 。産じょくの管理

そ
「

)他の保健サービス

2

4 ・管理

主傷JR‐ 名

下はt2~'事 故        故意又は不明
こ, 自動車交i通 事故    0 自傷
2 自転車交i邑 事故   0 他傷
3~, そのltL‐ l交 通事故   0 不明
C' スボーツ中′,事故
3 転倒・転落
3 1ヽ 、3以外・

‐
原図1二 よる不慮の事故

―

夕い     (中 毒を含む)

〔言署 醤箇υ多彗:3をどな皇江

01 51偶 fn~な し

電三F`タニ仁t.=■ ■ 1ヽ‐ 1■  10 高血圧 (症 |

糖景病 (性 ,胃 症     11 虚血性心痰患

糟瞑病 (性 )網膜症    12 脳卒中

糖尿病 (性 )神・2障害   13 門籠1■ キ1肖 動aF疾 患

袴暴病 (lt'足 lF~変     14 大動脈疾患
03ヽ 06■ ｀■き:==を

=,電 ■ヽ

月巴満 (症 :

高暗血症 (月旨質異常症 ,

(大動脈解離、大動脈痛ヽ

員t腎て豊 it奮五言|

精神撲建

その他の真患

(6)が メレ治療 ア)有 無

〔藁哲宅t窪ま,て 〕
有

無

1 化学療法 技射線治療

(2 体外照射 3 腔内・組織内照射 2ttlb )
(7)手 lrrr`.有 無 育

　

無

手 行 日 平成 年 月 日

手 術 名

いすれか1つ

:二 ]をする

1 開頭手術    4 事青書兵手●(Iで
`チ ' 7 

その他の内視鏡下手術

2 開胸手llr   5 腹腔鏡下手ltr    8 経皮的血管内手術

3 開腹手術    6 胸腔菫下手術    9 その他

(8)言ウ療費等支払方法

該当するt,わすべて
を選択してくたさい.

なお、介護保険
サービス利用者で、
医療保険等と公費負
担医療を鮮用してい
る場合|ま 、それらの両
チア|こ

ンつtヽ
―
〔言・tア、し

~(

くださtヽ _

1 自費診療

(保薇外軒用療養費を含む )

2 医療 1果険等、公費負担医療

3 f「護保陳

(介護扶助を含む)

II医療保険等 )

01 政府管掌健康保障 (tノ、)   08
02 政府菅掌健康保険 1家族'    0903 健康保険組台(十 ノ、,      10
04 健康保険紅台1家 族)     11
05 各種共済組台(本 ノ、)     12
06 各種共済組合(宇族)     13
07 国民健康保険

I(公 費負担医療 )

「
劃
―
―
リ

〓るイ賢

　

法

精神保健及び清粋障害者福亀三島革125療
i二問する法律

     〕

(9)病 味 √)種 別 精神病床 老ノ、性認知症疾患療養病棟

そ
`D他

の精神病中

感染症病嗽

結核病味

〕
5

6

7

療養病束 (医療保険適用病味)

療養病床 (介護保険適用病床)

-lt病床

(10)入 院 前 の 場 所 家庭
[ 1 当院に

'菫

院  2 他tr病院・診療所11,日 院 3 在宅医療 (訪問診療・訪Fql看護等) 4 その他  ]
5 他の病院・診療所に入院   6 11・ 護者人保健施設に入p7   7 F「 護者ノ、福祉施設に入所

8 社会福祉施設にフ、P7rr     9 そ
「

)他 (新生児・下明等)

(11)技 急 7)状 i兄

〔」亀豪1111:Aて  〕
救急  〔 1 枚急車により搬送  2 教急外来を受診  3 診療時間外の受診 〕  4 1～ 3以外

(12)転       帰 1 治癒    2 軽1夫     3 不変    4 悪 |し     5 死亡    6 その他

先

、
‐
‐
ジけ一一ｔ

疑
躙粕鞣

‐３

ｕ

の

は

て

′
‥
１
１
１
ヽ

家庭
[1 当院に通院  2 他√)病院・言

'奪
所11通院 3 在宅医療 (訪問診療・訪間看護等) 4 その他  ]

他√)病院・言ら療所に入院
[5 地域医療支援病院・特定機能病院   6 その他の病院   7 診療所     ]
8 介護老人保健施設に入所   9 介護老人福祉施設に入所
10 社会福祉施設に入所    11 その他 (下明等)



号
査

第
調

計統
者

定指
患

記テ、上の注意

※印欄に:ま 、記 フ、しないでください

患 者 調 査
一般診療所退院票

平成10年 9月 1日 ～30日

厚生労働省

※ 保 健 所 符 号

施 設 番 号 l‐ ―

患 者 番 号

1)↑生       号J 1男  2女 :12)出 生 年 月 日 1 平成  2 8召和  3 大正  4 明治    年  月  日

(3)患 者 √)住 所 1

2

診療PTrと 同じ都道府県内

言
'療

所と|ま別の都道府県 都道
府県 肝

4)入 院・退院年 月日
入院 年 月 日

:謝   年  月  日 退 院 年 月 日 平成20年 9月     日

受

主f尋病 名|二 ,́いては、発
病の型 (倒 :急性 )、 病因
(例 :病 原lt名 )、 部位 (倒 :

買口首Fヨ 部かん )、 1主状 (r封 :

病理TIl崚型)等 t,‐ 〔きるだ
:す 言こフ、し

‐
〔くオゴき1ヽ

また、複数tr傷病 i二 罹患
している場合|ま 、副傷病 名
lllご,中から該当するt,のす
べてを選択し'ス だきい

¬6精神疾患_どま、ア′し

ツ′ヽイマー病を含む言
=知症、精神 f●用物質による情

神及び行alJ√,障 害、護台失
調症、掟台失調症型障害
及び妄想性障害、気分 [感

1青 I障害、神経症性障害、
てたかん、その他・

‐
精神及

び iテ動 t‐ 障害をいいま十
:

(ただし
'精

神遅滞」|ま除き
ます.)

状 i兄′ )療 1 傷病の診断・治療 正常分娩 (単胎自然分娩)

健康者に対する横意、健康診断

3

5

正常妊娠・ 産じょくの管理

その他の保健サーヒス管 理(査 )

―

外傷ア,原因 (中毒を含む)

〔重署 醤讐議展詈隼言をど な望りI

主侮病 名

副傷病名 (該 当するt,み すべてに[印をつ:す て

不慮t‐ 事故        故意又は不明
[1 自動車交通事故   2)自 傷
a 自転車交通事故   0 他傷
3 そ 7‐ 他t‐ l交 通事故   0 不明
3 スボーツ中√

'事
故

61 転倒・転落
3 :ヽ 、う.以 外の原因tiよる不慮の事故

01 轟J侮病なし

電三看(ぎ==を '=1,■ 1ヽ‐ Ⅲ1 10 高血圧 (症 ,

糖尿病、性 青ヽ症     11 虚血性心長患

憶尿病 (性 )網膜症    12 脳卒中

憶尿病 (性 ,神 r■障害   13 ¬塞1圭 素 1青 動脈疾患

皓尿病 (性 )足 病贅    14 大動脈疾患

03ヽ 061‐ 1'■==■■t竜軍毒   大ヽ動脈解離 ,大動派犠 |

IPtt t症 ,         15 員注腎不全1曼 i腎 :ミ

「
)

高脂血症 (月旨質異常症,  16 精神疾患

17 その他の疾患

江』は
い
該
髪

治療 の有 無

ttl'て  〕
有

無

l fヒ学療法 放射綜治療

( 2 体外照射 3 腔内・組織内照射 4 <rlu. )
(7)手 行 tD南 無

2

1 [I 手 行 日 平成    年   月   日

名術手 1 開頭手術    4 事骨書系手行:=マ
=単'7 

その他の内視鏡下手術

2 開胸手術    5 籠腔鏡下手術    8 経皮的血管内手術

3 開膜手荷    6 胸腔鏡下手術    9 その他

ts)診療費等支払方法

該当するi,つすべて
を選択してください。

なお、介護保険
サービス静j用 者で、
医療保険等と公費負
担医療を併用してtヽ

る場 合は、それらの両
方につ tヽて記 入して
ください

1  自費言う療

(保険外絆用療養費を含む)

2 医療保険等、公費負担医療

3 な護保険

(fr護扶助を含む )

1(医療保険等)

01 政府管掌健康保険 (本ノ、,    08
02 政府菅掌健康保険 (家族

'    0003 健康保険織合(本 ノ、
'      1004 健康保険組台(家 族'      1105 各種共済組台(本 ノ、)     12

06 各種共済T■ 台(家族1      13
07 国民健康保険

=(公
費負担医療 )

「
劃

―

Ｉ

Ｊ

一法ス
¨撃

　
法

一̈一一一

購時一猥緋柳

|| :i[:liξ :li[i亀

竃畠革:こ雪

二間・
~る

法律

     〕

(9)病 味 の 種 摯j 1 療養病床 {医療保険適用病味)   2 療養病床 (介護1呆 険適用病朦)   3 -般 病床

(10'入 院 前
「

)場 所
i霊 院 3 在宅医療 (訪間診療・訪問看護等) 4 その他

`也

I)病院・言

'療

所に入院

社会福祉施設に入所

6

9

介護老ノ、保健施設に入所   7 介護老ノ、福祉施設に入所

その他 (新生児・不明等)

庭
１

５

８

家
Ｅ

兄
、‐ノ

状
ヽ
ヽ

ル
お
〓

急
“
ま

技
請
れ

‐‐―
該
棧

―′――ヽ

救急  〔 1 救急車により探送  2 技急外来を受診  3 言ら療時間外の受診 〕  4 1～ 3以 外

(12' 転      1吊 1 治癒    2 軽1夫     3 下変    4 悪化    5 死亡    6 その他

先

「
‐
‐
プ

ー

”
場
あ

‐３

ｍ

の
は

て

′
―
―
―
―
ヽ

家庭
[1 当院に通院  2 他・

‐病院・
='療

所1■ i□院 3 在宅医療 (訪問診療 ‐訪問看護等) 4 その他  ]
他ル病院・診療所:こ 入院
[5 地域医療支援病院・特定機能病院   6 その1也 う病院   7 診療所     ]
8 ↑護者人保健施設に入所   9 介護老ノ、福祉施設にア、所

10 社会福祉施設に入所     11 その他 (不明等)



生 命 表 の基 幹 統 計 化 について

統計法第 4条に基づき平成 21年 3月 13日 に閣議決定された「公的統計の整備に関する基本

的な計画」において、完全生命表、簡易生命表は平成 22年度までに新たに基幹統計として整備す

べき統計とされた。

この計画に従い、平成 21年度から総務省との間で、生命表が基幹統計として総務大臣の指定を

受けるために必要な手続き等について調整を行い、その一環として現在は、統計委員会への諮問を

行うために必要な資料の作成、整理等を行つているところである。

なお、基幹統計化にかかる諮問は、平成 22年 11月 の統計委員会を予定している。

(参考)

○「公的統計の整備に関する基本的な計画」(平成 21年 3月 13日 閣議決定)

別表 今後 5年間に講ずべき具体的施策 男」紙 2新たに基幹統計として整備する統計 抜粋

統計名:完全生命表/簡易生命表(加 )

理由、留意事項等 :

国勢統計、人口動態調査及び現在推計人口を加工し、国民の生存、死亡、健康及び保健状況を集約

的に示す指標として作成される加工統計であり、国内の医療及び保健政策の基礎資料として重要であると

ともに、健康に関する国際比較指標としても用いられている。

実施時期 :

平成 22年度までの整備に向けて、平成 21年度から所要の準備を開始する。

○統計法 (平成 19年 5月 23日 法律第 53号 )抜粋

第 2条

4 この法律において「基幹統計」とは、次の各号のいずれかに該当する統計をいう。

― 第五条第一項に規定する国勢統計

二 第六条第一項に規定する国民経済計算

三 行政機関が作成し、又は作成すべき統計であつて、次のいずれかに該当するものとして総務大臣が指定

するもの

イ 全国的な政策を企画立案し、又はこれを実施する上において特に重要な統計

口 民間における意思決定又は研究活動のために広く利用されると見込まれる統計

ハ 国際条約又は国際機関が作成する計画において作成が求められている統計その他国際比較を行う上

において特に重要な統計

第 4条  政府は、公的統計の整備に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、公的統計の整備

に関する基本的な計画 (以下この条において「基本計画」という。)を定めなければならない。

(別添):平成 21年簡易生命表の概況について (平成 22年 7月 26日 公表 )



調査票情報の二次的利用の状況について

1 統計法第 34条に基づく委託による統計の作成等 (オーダーメー ド集計 )

(こ れまでの提供実績 )

平成 22年 2月 ～   ・平成 18年賃金構造基本統計調査の受付、サービス開始

(独立行政法人統計センターにおける全部委託による)

(今後の提供予定)

平成 22年 H月    。平成 19年人口動態調査の受付、サービスDH始

(受 ((1期間は 1か ll)

。平ナ茂21年毎月勤労統計調査特別調査υ)受付、サービス開始

(受卜}1切 ||‖ |■ lか月)

14成 23年 2月    。平成 19イ li賃金構造基本統計調査の受付開始

(独立行政法人統計センターにおける全部委FEに 、たる)

(平成 23年度に向けた検討)

平成 22イ 119月 以降  ・既に提供を|;‖ 始した統計調査に/~Dい て、対・象イ11次 の拡 lk‐等に
/,いて検「寸

。オーダーメー ド集計、砕1名 データいずれ 1)検 li、 |に 着手してい

ない統計情報淑りillの基幹統計調41について、2341度以降ヴ)

提イ共ドH々f)に 1占 |けス1検 :卜 |

2 統計法第 35条、第 36条に基づく匿名データの作成・提供

(こ れまでの検討状況)

可句,文 21イ 1112月 ～  ・ギit識 静による平成 16年国民生活基礎調査の匿名データ化の

検討

(今後の予定)

平成 2241111月 以降 ・統計委員会′ヽの諮問

(匿名データ部会の審議 )

14成 23年・1月 以降  ・答中後、準備が1者い次第提供開始

(来年度以降の予定)

平成 23'F度以降   ・匿名データの提供拡大について、具体的に検討 (にlit生活基

礎調査のf山年次へσ)械(大 )



医療施設調査、患者調査における行政記録情報の活用について

医療施設調査及び患者調査については、「諮問第 5号の答申平成 20年に実施される医療

施設調査及び患者調査の計画について」 (平成 20年 4月 14日府統委第 54号)及び「公的

統計の整備に関する基本的な計画」 (平成 21年 3月 13日 閣議決定)において、行政記録

情報の活用について平成 23年実施の調査までに検討することとされている。

このため、平成 23年 に実施する医療施設調査及び患者調査の企画に当たつて以下の検討

を行つた。

1.活用可能性を検討することとされた行政記録情報等

(1)医療機能情報提供制度に基づく情報

(2)「施設基準の届出等」に基づく情報

(3)電子化されたレセプ ト情報

(4)DPC導 入の影響評価に係る調査

2.行政記録情報等の活用可能性に係る検討、課題等

上記「 1.活用可能性検討することとされた行政記録情報等」については、行政記録

情報の対象等をもとに、医療施設調査については、「 (1)医療機能情報提供制度に基

づく情報」及び「 (2)「施設基準の届出等」に基づく情報」、患者調査については「 (3)

電子化されたレセプト情報」及び「 (4)DPC導 入の影響評価に係る調査」の活用可

能性に係る検討を行つた。

(1)医療機能情報提供制度に基づく情報

医療機能情報提供制度は、医療法の改正 (平成 19年 4月 1日 施行)に より「医療

機関に対 し、医療機関の医療機能に関する一定の情報について、都道府県への報告

を義務付け、都道府県が情報を集約してわかりやすく提供する仕組み」として創設

されたものである。

医療機能情報提供制度に基づき医療機関から都道府県に報告されている一定の項

目の中には、項目だけ見れば医療施設調査の調査項目と重複するものもあるが、同

調査への代替利用可能性等については、
口各都道府県からの情報提供は、国からの依頼に基づく任意の提供であり、各都道

府県独自のデータベースシステムを各々で構築 しているため、情報の構造や表示

形式が統一されておらず、そのまま集計できないため、医療施設調査への利活用

が困難

・医療機関から都道府県への情報の報告時期が全国で統一されていない

等の理由により、一時点で全国一律に把握する統計調査情報に代替利用 し得る状態

になっていないため、医療機能情報提供制度の情報を活用できないものと判断した

ものである。

(2)「施設基準の届出等」に基づく情報



診療報酬の算定に係る施設基準等については、算定を行う医療機関は、算定の基

準となる施設・設備、職員配置等の状況を管轄する地方厚生局に必ず届出を行うこ

ととされている。

しかしながら、大部分の届出は紙媒体で行われていることから、そのまま平成 2

3年医療施設調査の調査項目に代替することは困難であるが、一部の届出について

は、電子媒体化されており活用が可能であることから、それらの分については行政

記録情報として活用することとしたもの。

(3)電子化されたレセプ ト情報

電子化されたレセプト情報 (以下「レセプ ト情報」という。)については、「新

たな情報通信技術戦略」 (平成 22年 5月 IT戦略本部)において、平成 23年度早

期にレセプ ト情報、特定健診情報、特定保健指導情報を外部に提供するため、平成

22年度中に有識者からなる検討体制を構築し、データ活用のためのルール等につい

て結論を得る、とされている。

これらの検討状況を踏まえて、患者調査におけるレセプ ト情報の活用可能性、活

用範囲等についても検討を行うこととなるが、上記のとおり、現時点においては前

提となるデータ活用のためのルール等の結論が得られていないため、平成 23年患者

調査においては、レセプト情報を活用できないものと判断したものである。

また、レセプ ト情報の活用が可能となつた場合であつても、保険外診療の患者に

関する情報や都道府県による医療計画策定時に基礎資料となる患者動態の把握に必

要な入院前後の行き先等の情報や、退院患者の状況把握に必要な情報等はレセプ ト

情報からは得られないものであるため、引き続き患者調査で把握することが必要で

ある。

なお、レセプ ト情報を活用する場合であつても、患者調査の個票データとレセプ

ト情報を突合させる共通の情報 (統一番号)の新規設定が必要であり、これらも含

め、突合作業の設計 B検証等には費用とともに細心の注意が必要である。

(4)DPC導 入の影響評価に係る調査

DPC導入の影響評価に係る調査 (以下、「DPC調査」という。)は、DPC
対象病院及び準備病院を対象とする調査で、客体は当該病院を利用する入院患者に

限定されており、患者調査の対象とする病院、診療所を利用 したすべての入院及び

外来患者を把握 しているものではない。このため、DPC調査により把握された情

報は、患者調査によつて得られるすべての情報に代替し得るものではないため、平

成23年患者調査においては、DPC調査の結果の活用はできないものと判断した

ものである。

なお、DPC調査結果を活用するとした場合であつても、患者調査は 10月 の病

院・診療所ごとに指定した 1日 の状況を把握するのに対し、DPC調査は 10月 ―

か月間の状況の把握と把握対象期間が異なるため、DPC調査結果を一律に代替利

用することは困難である。
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平成 21年簡易生命表の概況について

平成 21年簡易生命表の結果を、とりまとめましたので公表します。

【平成 21年簡易生命表のポイン ト】
。男の平均寿命は 79.59年 (過去最高)

。女の平均寿命は 86.44年 (過去最高)

1 平成 21年簡易生命表の目的

平成 21年 簡 易 生命 表 は、平成 21年 の 1年 間 にお け る我 が国 の死 亡状 況

が今 後 変化 しない と仮 定 した ときに、各年齢 の者 が 1年以 内に死 亡す る確 率

や 平均 して あ と何年 生 き られ るか とい う期待値 な どを死 亡率や 平均 余命 な ど

の指標 (生 命 関数 )に よって表す こ とを 目的 と してい る。

2 平成 21年簡易生命表の項 目

性別各年齢別の死亡率、生存数、死亡数、定常人日、平均余命

3 平成 21年簡易生命表の対象

日本にいる日本人

4 平成 21年簡易生命表の作成方法

推計人口による日本人人口や人口動態統計月報年計 (概数)を基に作成

この資料は、厚生労働省ホームページにも掲載 しています。

掲載場所 :お知 らせ 「報道発表資料」→ 「統計情報部」
http:www.mhlw.gO.jp′ toukeゴsaikin/hwAife/1ife09/index.html
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平成 21年 簡 易 生命 表 につ いて

平成 21年 簡 易 生命 表 は、平成 21年 にお け る我 が国 の死 亡状 況 が今 後

変化 しない と仮 定 した ときに、各年齢 の者 が 1年 以 内 に死 亡す る確 率

や 平均 して あ と何 年 生 き られ るか とい う期 待 値 な どを死 亡率や 平均 余

命 な どの指標 (生命 関数 )に よって表 した もので あ る。

これ らの 関数 は、男 女別 に各 年齢 の死 亡件 数 と中央 人 口 (7月 1日

現在 )を 基 に して計 算 され てお り、そ の 関数値 は現 実 の我 が 国 の年 齢

構 成 には左 右 され ず 、死 亡状 況 のみ を表 してい る。 したが つて 、我 が

国の死亡状況 を厳密 に分析す る上で不可欠 な もの となってい る。 また、

0歳 の 平均 余命 で あ る 「平均 寿命 」 は 、我 が国 の死 亡状 況 を集 約 した

もの とな ってお り、保 健 福祉 水 準 を総合 的 に示 す指標 と して広 く活 用

され て い る。

なお 、簡 易 生命 表 は、推 計人 口に よる 日本 人 人 口や 人 口動 態 統計 月

報 年 計 (概 数 )を も とに毎年 作成 してお り、完 全 生命 表 は、国勢 調 査

に よる 日本 人人 口 (確 定数 )や人 口動態 統 計 (確 定数 )を も とに 5年

ご とに作成 してい る。
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主 な年 齢 の平均 余命

平成 21年 簡 易 生 命 表 に よ る と、 男 の 平 均 寿 命 は 79.59年 、 女 の 平 均 寿 命 は 86.44

年 と前年 と比較 して男 は030年 、女 は0.39年 上回 つた。 各年 齢 の平均余命 につ い て も、

前年 に比 べ 、男 女 とも全年 齢 で上 回 つた。 また 、平 均 寿命 の男女 差 は、 6.85年 で前 年

よ り0.09年 拡 大 した。 (表 1、 表 2)

平均 寿命 の延 び を死 因別 に分 析 す る と、悪性 新 生物 、心疾 患 (高 血圧 性 を除 く、以

下同 じ)、 脳 血管疾 患及 び肺 炎 な どが 平均 寿命 を延 ばす 方 向 に働 い て い る (図 1)。

表 1 主な年齢 の平均余命とその延び

:年

年齢
男 女

平成21年 平成20年 延び 平成21年 平成20年 延び

0歳

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

79.59

74.87

6990

64.93

60.04

5520

5037

4555

4078

3609

31.51

2709

2287

1888

1510

1163

866

627

448

7929

7457

6961

64.65

59.75

5492

5009

4527

4049

3579

31.21

2679

2258

18.60

1484

1140

8.49

613

436

86.44

8169

7673

7175

66.81

6190

5700

5211

4725

4244

3770

33.04

2846

2397

1961

1546

1168

841

586

8605

8133

7636

7139

6645

61.54

5664

5175

4689

42.08

3734

32.69

2812

23.64

1929

1518

1143

821

571

039

036

037

0、 36

036

036

036

036

036

036

036

035

0.34

033

032

028

025

020

015

表2 平均寿命の年次推移

和 暦 男 女 男女差

日召和 22

25-27
30
35
40
45
50
55
60

平 成 2

7

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

50.06

59_57

6360
6532
6774
6931
7173
7335
74_78

7592
7638
77_72

7807
7832
7836
7864
7856
7900
7919
79.29

79.59

53.96

62_97

6775
7019
7292
7466
7689
7876
80.48

8190
82_85
84.60

8493
8523
8533
8559
8552
8581
8599
8605
86.44

3.90

3.40

415
487
518
535
516
541
570
5.98

6.47

6.88

686
691
697
695
696
6.81

6.80

676
685

注 :1)平 成 12年 まで及 び平成 17年 は完全生 命表 に よる。
2)昭 和 45年 以前 は 、沖縄 県 を除 くltLで ある。

寄
与
年
数
（
年
）

図 1 平均寿命の延びに対する死因別寄与年数
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1)3大 死 因 とは悪性新 生物 、心疾患 、脳血 管疾 患 で ある。
2)交 通 事 故 は、不慮 の事 故 の再掲 で ある。



2 寿命 中位 数 等 生命 表 上 の生存 状 況

平成 21年 簡 易 生命 表 に よ る と、 男 女 それ ぞれ 10万 人 の 出生 に対 して 65歳 の生 存 数 は

男86,742人 、女 93,599人 とな ってい る。 これ は65歳 まで生存す る者の割合 が男 は86.7%、

女 は 93.6%で あ る こ とを示 して い る。同様 に、75歳 まで 生存す る者 の割 合 は男 719%、

女 86.5%、 90歳 まで 生 存 す る者 の割 合 は男 22.2%、 女 46.4%と な って い る。 (表 3、

図 2)

0歳 以 上 の 定 常人 口 (生 命 表 上 の全 生 存年 数 )は 、 男 796万 人 、女 864万 人 とな って

お り、 65歳 以 上 の 定 常 人 口 (生 命 表 上 の 65歳 以 上 生 存 年 数 )は 男 164万 人 (20.6%)、

女 224万 人 (26.0%)と な って い る (表 4)。

生 命 表 上 で 、 出 生者 の うち ち ょ うど半数 が 生 存 す る と期 待 され る年 数 を寿命 中位 数

といい 、平成 21年 にお いて は 、男 82.55年 、女 89.20年 とな って い る。平均 寿 命 に比 べ 、

男 は 2.96年 、女 は 2.76年 上 回 つて い る。 (表 5)

表3 生命表上の特定年齢まで生存する者 の割 合 目2 生命表上の特定年齢まで生存する者の割合

注 :1)平成12年 まで及び平成17年 は完全生命表による。
2)昭和45年以前は、沖縄県を除く値である。
3)生 命表作成時点における死亡状況を一定不変とした場合の

状況を表しており、現実の生存者の割合とは異なつている。

表4 生命表上の全生存年数に対する
65歳 以上生存年数 の割合

千厳 年

濃¬)平 減12年まで及び平成17年 は完全生命襄による
o)lB莉 45年 以前は 中ヽ縄県を除く値である。

表 5 寿 命 中位 数

]ヨ 和…年

1851   09

2941 20
3461   27
361 1    23

399 1    23

435 1    35

5101  54
5571   フ1

602 1    94

630 1   116

6381 128
667 1   173

675 1   182

682 1   189

684 1   190

691 1   198

6931  193

703 1   206

708 1   210

7121 211
719 1   222

2901   201   02
4051   401   06
4761 62‐  13
5151  601  12
571 1    65 1    12

6121  861  19
678 1   1201   29

727 1   1601    42

769 1   212 1    64

798 1   263 1    90

8121  3091   119

837 1   3881   177

842 1  401 1   189

845 1   4141   201

8481  4171  201
850 1   428 1   21 1

851 4271 208
865 1  4391   219

8581  4451   224

860 1   448 1   224

8651 4641 237

6281

7061

752:

8001

826 1

861 i

385 1

901 1

9131

9161

926 1

928 1

929 1

930 1

9301

931 1

禾口躍彗 黒 女

断ヨ不口22
25-27

30
35
40
45
50
55
60

平 成 2
7
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

105
115
115
121
130
147
158
168
176
180
191
194
196
196
198
198
201
202
203
206

133
14フ
151
160
170
185
199
212
223
232
245
248
250
251
253
252
255
256
257
260

鵬ヨ希日22
25-27
30
35
40
45
50
55
00

平 成 2

7

12
13
14
15
16
17
18
19
20

5928
6722
6979
7066
7200
7310
7531
7669
7806
7913
7949
8074
8108
8128
8135
8157
8156
8194
8211
8221

6445
71 31
7419
7544
7704
7819
8017
8175
8338
8471
8573
8741
8772
8802
8809
8834
8834
8861
8877
8883

ミ
主 :1)

2)
3)

平 成 12年 ま で 及 び 平 成 17年 は 完 全 生 命 表 に よ る 。

昭 和 45年 以 前 は 、 ,中 縄 県 を 除 く イ直 で あ る 。
r-1:ま 表 章 さ れ て い な い 。

平 成 12年 ま で 及 び 平 成 17年 は 完 全 生 命 表 に よ る 。

昭 和 45年 以 前 は 、 沖 縄 県 を 除 <値 で あ る 。



3 平均 寿命 の 国際比較

平均 寿 命 の諸 外 国 との比較 は 、国 に よ り作成 基 礎 期 間 が異 な るの で厳 密 な比 較 は 困難

で あ る。 しか し、現在 入 手 して い る資料 を用 い て比較 す る と表 6の とお りで あ る。

図 3は 、諸外 国 の 平均 寿命 の年 次推 移 を図示 した もので あ る。

表 6 平均寿命の国際比較

国 名 作成基礎期間 男 女

＞

口
＞

考

　

人

参

　

万

く

人

＜

日       本 (」apan) 2009* 79 59 86 44 12 582

ア フ   リ  カ

(AFRICA)

ア ル ジ エ リ ア (Alger 2002 72 5 74 2 341
エ ツ̈ プ    ト (EgvOt 2006* 69 2 73 6 7 364

南 ア フ 力 (South Africa) 2004 49 9 52 9 4 82C

チ ュ ニ ジ ア (Tunisia) 2008* 724 76 3 1 023

ア メ リ カ

(NORTH AMERICA)

カ   ナ   ダ (Canada) 2005* 78 0 82 7 3 298

メ キ シ コ (MexiCo) 2008* 72 7 77 5 10 579

ア メ リ カ 合 衆 国 :United States) 2007* 75 4 80 4 30 162

南 ア メ 力

(SOUTH AMERICA)

ア ル ゼ ン チ ン (Argentina) 2006-2010 72 5 80 0 3 93(

ブ フ ジ  ル (Brazil) 69、 1 76 7 18 764

チ リ 2005-2010 75 5 81 5 1 66(

コ 口 ン ビ ア (Oolombia) 2005-2010 70 7 77 5 4 39(

ペ   ル    ー (Peru) 1995-2000 65 9 70 9 2 84〔

ン

(ASIA)

中       国 (China) 69 63 73 33

イ ン ド India) 2002-2006 62 6 64 2

イ ラ   ン (lran) 711 73 1 715〔

イ ス ラ エ ル (ISrael 79 1 83 0

韓       国 (Korea,Republic of) 76 5 83 3 4 84(

マ レ シ ア (Malavsia) 71 6 76 4 271

カ  タ  ー  ル (Oata r 2007 81 0 792
シ ン ガ ポ ー ル S i ngapore) 2009* 79 0 83 7

タ イ Thailand) 2005-2006 69 9 776 6 60Z

ト ル コ Tu r key) 69 1 74 0 7 38〔

ヨ ー ロ ツ パ

(EUROPE)

オ ー ス ト リ ア Aust r i a) 774 82 9

ベ ギ  ー (Belgium) 770 82 7 1 06`

チ    ェ    コ (Czech Republic) 74 19 80 13 1 03〔

ァ ン マ ー ク lDenma r k 2008-2009* 76 52 80 75

フ イ ン ラ ン ド (Finland) 2009* 76 5 83 2

ai 2009* 778 84 5 6

F .f )/ (Germany) 2006-2008* 77 17 82 40 8 22(

ア イ ス ラ ン ド (ICeland) 2009* 797 83 3

イ  タ  リ  ア (Italv) 2007* 78 67 84 04 5 93〔

オ ラ ン ダ (Netherlands) 2009* 786 82 5 1 63(

./ )V, r -(Norway) 2009* 78 60 83 05

ポ ー ラ ン ド (POland) 2009* 71 5 80 1 381

tr i 7(RussianFederation) 61 4 739

ス ペ イ  ン (Spain) 2008* 78 17 84 27 4 481

ス ウ ェ ー デ ン (SWeden) 2009* 79 36 33 37

ス イ    ス (Switzerland) 2008* 79 7 34 4

ウ ク ラ イ ナ (Ukraine) 2006-2007 62 5 742 4 665

イ    ギ    リ    ス  (United Kingdom) 2006-2008* 77 4 81 6 6 09〔

オ セ ア ニ ア

(OCEANIA)

オ ー ス トラ リ ア (Australia) 2005-2007* 790 83 7 2 10フ

ニ ュー ジ ー う ン ド (New Zealand) 2006-2008 78 2 82 2

参考 :香港 (Hong Kong)の 平均寿命は,2009年 十で,男 が798年 ,女 が861年 である。 (人 口 693万 人)

資料 :UN「 Demographic Yearbook 2007」

ただし、 *印 は平均寿命が当該政府の資料によるものである。

注 :人 口は2007年 の年央推計人口である。ただし、日本については平成21年 10月 1日 現在推計人口である。
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図3 主な諸外国の平均寿命の年次推移

昭和40  45    50    55    60   平成2

1965      '70        '75        '80        '35        '90

-年

資料 :UN「 Demographic Yearbook」 等

注 :1990年 以前の ドイツは、旧西 ドイツの数値である。
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死 因分析

1) 死 因別 死 亡確 率

人 は いず れ 何 らか の死 因 で死 亡す る こ とに な るが 、 生命 表 の上 で 、 あ る年齢 の者 が将

来 どの死 因 で 死 亡す るか を計 算 し、確 率 の形 で表 した もの が死 因別 死 亡確 率 で あ る。

平成 21年 の死 因別 死 亡確 率 をみ る と、 0歳 で は男 女 とも悪 性 新 生物 で将 来死 亡す る確

率 が最 も高 く、次 い で 、男 は心疾 患 、肺 炎 、脳 血 管 疾 患 、女 は心疾 患 、脳 血管 疾 患 、肺

炎 の順 に な つて い る。 65歳 で は 0歳 に比 べ悪性 新 生物 の死 亡確 率 が低 く、他 の死 亡確 率

が 高 くな つ てお り、 75歳 で は更 に この傾 向 が強 くな つ て い る。 一 方 、 90歳 で は女 の脳 血

管疾 患 の死 亡確 率 が 75歳 よ り低 くな って い る。 3大 死 因  (悪 性 新 生物 、 心疾 患 、脳 血

管疾 患 )の 死 亡確 率 は 0歳 、 65歳 の男 女及 び 75歳 の男 で は 5害1を 超 えて い るが 、 75歳 の

女及 び 90歳 の男 女 で は 5割 を下回 つて い る。

前 年 と比較 す る と、悪性 新 生物 の死 亡確 率 は 0歳 の女 及 び 65歳 、 75歳 、 90歳 の 男女 で

高 くな つて い る。 一 方 、 心 疾 患 の死 亡確 率 は 0歳 、 65歳 、 75歳 の 男 女 及 び 90歳 の 男 で

低 くな つ て お り、脳 血 管 疾 患 、肺 炎 の 死 亡確 率 は 各 年 齢 の 男 女 と も低 くな っ て い る。

(図 4、 表 7)

図 4 死 因別死 亡 確 率 (主 要 死 因 )

男

2990 鋼
・・
.靱

2612 1507 翔 ,1"炒

悪 性新 生 物  罹証 顧程
脳 血 管 疾 患

を院くヽ

10電 ■ 1909

`¬

::飩 Jさ1莉

謝 新勘 活 臨 枷 管娃

を除く)

表 7 死因別死亡確率 (主 要死因)の 推移 (0歳・65歳・75歳・90歳 )

(単位 :%)

主要死因 年齢
男 女

平成17年 18年 19年 20年 21年 平成17年 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

2988

2930

2559

1468

2997

2937

2581

1500

2990

2940

2612

1550

2056

1868

1644

992

２０５６
‐８６９
‐６４９
鰤

2049

1861

1639

974

０ ６

８ ８

６ ６

９ ９

心  疾   患

(高 血圧性を除く)

0歳

65

75

90

488

516

557

727

487

518

563

747

1474

15110

1543

1741

1917

1997

2055

2140

1924

20114

2064

2148

1916

1997

2056

2142

1913

1993

2052

2151

1909

1987

2047

2153

悩 血 管 疾 馬

0歳

65

75

90

1080

1125

1171

1184

1042

1083

1124

1103

1452

1501

1541

1537

1211

1245

1273

1257

市 炎

0歳

65

75

90

1246

1414

1616

22Ю 7

247

411

599

139

５０

∞

８５

∞

3大死因
(悪性新

=物
心疾患

脳血管疾患)

0歳

65

75

90

5633

5663

5395

4492

5600

5621

5363

4489

5557

5572

5313

4409

5465

5477

5228

4354

5423

5361

5233

4660

5357

5294

5166

4576

53112

5237

5111

4536

5236

5167

5035

4470

5134

5113

4982

4406



(2) 特 定死 因 を除去 した場 合 の平 均余 命 の延 び

あ る死 因 が克 服 され た場 合 、そ の死 因 に よつて 死 亡 して い た者 は 、そ の死 亡年 齢

以 後 に他 の死 因 で死 亡 す る こ とに な る。 そ の結 果 、死 亡 時期 が繰 り越 され 、 平 均 余

命 が延 び る こ とに な る。 この延 び は 、 そ の死 因 の た め に失 われ た平 均 余命 と して み

る こ とが で き 、 これ に よっ て各 死 因 が どの程 度 平均 余 命 に影 響 して い るか を測 る こ

とが で き る c

平成 21年 につ いて み る と、 0歳 にお け る延 び は男 女 とも悪性 新 生物 、 心疾 患 、脳

血 管 疾 患 、肺 炎 の順 、 65歳 にお け る延 び は男 で は悪性 新 生物 、心疾 患 、肺 炎 、脳 血

管 疾 患 、女 で は悪性 新 生物 、 心疾 患 、脳 血 管疾 患 、肺 炎 の順 、 75歳 にお け る延 び は

男 で は悪 性 新 生物 、 心 疾 患 、肺 炎 、脳 血 管疾 患 、女 で は心疾 患 、悪 性 新 生物 、脳 血

管 疾 患 、肺 炎 の順 に な つて い る。 一 方 、 90歳 にお け る延 び は男 で は肺 炎 、 心疾 患 、

悪 性 新 生物 、脳 血 管 疾 患 、 女 で は心 疾 患 、肺 炎 、脳 血 管 疾 患 、悪 性 新 生物 の順 に な

つて お り、悪性 新 生物 の順位 が低 下 して い る。

3大 死 因 (悪 性 新 生物 、 心疾 患 、脳 血 管疾 患 )を 除 去 した場 合 の延 び は 、 0歳 で

は 男 8.04年 、女 6.99年 、 65歳 で は男 6.48年 、女 575年 、 75歳 で は男 5.00年 、女 4.89

年 、 90歳 で は男 230年 、女 2.78年 とな って い る。 (表 8)

表 8 特 定 死 因 を除 去 した場 合 の 平 均 余 命 の 延 び (0歳・65歳・75歳・90歳 )

(単位1年 )

主要死因 年齢
男 女

平成17年 18年 19年 20年 21年 平成17年 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

400

307

203

058

404

312

210

060

398

311

212

063

０

０

４

４

301

203

141

045

301

203

142

045

心   疾   患
(高 血圧性を除く)

0歳

65

75

90

160

122

103

070

157

121

103

068

155

120

102

069

154

119

101

069

155

119

102

069

173

163

153

112

66

56

47

01

65

57

47

00

165

156

148

109

1出 血 管 疾 患

0歳

65

75

90

113

095

083

051

109

090

079

046

100

088

077

045

102

084

073

041

100

082

071

041

129

119

1 11

076

19

09

01

64

15

05

97

64

110

100

093

061

106

096

089

059

肺 炎

0歳

65

75

90

094

099

102

095

092

097

100

086

091

095

097

083

088

089

090

081

080

081

081

069

3大死因
(黒性新生物、心疾患

脳血管疾患)

0歳

65

75

90

849

685

524

251

831

667

511

231

810

651

499

224

720

591

500

274

712

586

497

277

700

575

486

272

699

575

489

278
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平 成 21年
年齢

χ

死亡率

″σ χ

生存数

/χ

死亡数

″dχ

定常人口 平均余命

θχ77∠ χ 乃

0 ( 週 )

１

２

３

４

２

３

６

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

(月 )

(年 )

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

２

２

２

２

２

　

２

２

２

２

２

　

●
１

３

３

３

３

　

３

３

３

３

３

　

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

U UUUり l

0 00016
0 00013
0 00009
0 00031
0 00018
0 00042
0 00042

0 00262
0 00037
0 00025
0 00017
0 00013

0 00011
0 00011
0 00010
0 00009
0 00009

0 00008
0 00008
0 00008
0 00010
0 00013

0 00018
0 00025
0 00033
0 00040
0 00047

0 00053
0 00058
0 00061
0 00061
0 00059

0 00058
0 00060
0 00063
0 00067
0 00070

0 00071
0 00072
0 00074
0 00077
0 00082

0 00088
0 00096
0 00104
0 00114
0 00125

0 00136
0 00148
0 00161
0 00175
0 00191

0 00208
0 00226
0 00247
0 00270
0 00297

Ｕ

９

３

１

２

０

３

１

０

８

２

７

０

Ｕ

０

９

８

７

４

２

８

０

３

０

７

６

Ｕ

９

８

８

８

８

８

７

０

７

７

６

６

Ｕ

９

９

９

９

９

９

９

０

９

９

９

９

０

９

９

９

９

９

９

９

０

９

９

９

９

99 648
99 637
99 626
99 616
99 607

９

０

２

４

５

　

２

４

９

６

６

５

５

５

５

５

　

５

５

５

４

４

99 390
99 337
99 280
99 219
99 159

‐０

０４

９８

９２

８５

７８

７‐

６４

５７

４９

９

９

８

８

８

　

８

８

８

８

８

98 414
98 327
98 233
98 131
98 019

７

４

０

３

２

97 107
96 905
96 686
96 447
96 187

９

１

１

　

３

１

４

４

６

３

２

１

１

１

０

０

９

９

　

８

８

８

９

３

８

５

３

０

６

　

３

８

０

０

９

　

８

９

２

６

９

１

２

３

４

４

　

５

５

６

６

５

　

５

５

６

６

６

71

71

73

76

81

87
94

102

112
122

133

145
157

170

185

０

１

３

６

８

1917
1916
1916
1915
8 983
8319

24 951

49 878

４

０

０

８

４

　

２

１

１

２

３

４

６

８

０

９

99 544
99 522
99 493
99 457
99 414

99 864
99 309
99 250
99 189
99 130

99 071

99 013
98 952
98 888
98 821

１

０

８

４

５

７

６

６

５

４

８

８

８

８

８

98 371

98 281
98 183
98 076
97 959

97 832
97 693
97 542
97 379
97 201

０

９

６

１

４

０

７

５

３

０

２

５

９

４

８

６

７

６

２

８

８

９

０

０

４

２

１

９

１

９

４

６

６

４

５

９

８

９

０

１

１

２

８

９

８

０

３

６

９

ｂ

５

５

５

５

４

３

０

５

５

５

５

５

7 460 337
7 360 695
7 261 063
7 161 442
7 061 830

７

３

７

８

８

　

９

６

４

１

４

２

３

４

６

９

　

３

９

７

８

２

２

２

３

３

Ｉ

０

　

４

４

５

５

６

９

８

７

６

５

　

４

３

２

１

０

０

６

７

８

９

１

４

３

８

９

5 470 669
5 371 597
5 272 584
5 173 632
5 074 744

4 975 923
4 877 172
4 778 493
4 679 884
4 581 351

５

４

３

０

４

　

５

３

０

８

９

９

２

４

６

８

　

２

９

０

５

７

８

５

２

０

９

　

０

１

５

９

５

２

４

６

８

９

　

２

４

６

８

１

４

３

２

１

０

　

９

８

７

６

６

４

４

４

４

４

　

３

３

３

３

３

3 504 378
3 407 371
3 310 573
3 214 005
3 117 686

/9 b9

79 64
79 64
79 63
79 61

79 55
79 48
79 26

79 59
78 80
77 83
76 84
75 86

74 87
73 88
72 88
71 89
70 90

69 90
68 91

67 91

66 92
65 93

64 93
63 95
62_96
61 98
61 01

60 04
59 07
58 10
57 14
56 17

55 20
54 24
53 27
52 30
51 34

50 37
49 41

48 44
47 48
46 51

45 55
44 59
43 63
42 68
41 73

40 78
39 83
38 89
37 95
37 02

36 09
35 16
34 24
33 32
32 41

注 :″ σχ等の生命表諸関数の定義については、「参考資料 1」 を参照。
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簡 易 生 命 表 男
年齢

χ

死亡率

′σχ

生存数

/χ

死亡数

/7σχ

定常人口 平均余命

θχ/71χ 乃

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

100

101

102

103
104

105 ～

U UU3Z8
0 00362
0 00397
0 00432
0 00469

0 00511

0 00561
0 00620
0 00686
0 00756

0 00825
0 00894
0 00969
0 01050
001137

0 01228
0 01325
0 01425
0 01537
0 01673

0 01836
0 02026
0 02244
0 02503
0 02805

0 03149
0 03532
0 03959
0 04435
0 04958

0 05525
0 06131

0 06804
0 07576
0 08421

0 09341

0 10295
0 11339
0 12627
0 13876

0 15178
0 16535
0 17947
0 19415
0 20941

0 22523
0 24164
0 25862
0 27618
0 29431

0 31300
0 33225
0 35202
0 37231
0 39310

1 00000

9b UUl

95 586
95 239
94 861

94 452

94 008
93 528
93 003
92 426
91 792

９

４

３

７

３

　

４

７

４

３

５

１

０

９

８

７

　

６

５

４

３

２

８

０

９

５

５

71 883
69 620
67 161

64 502
61 641

５

８

５

０

２

８

４

５

２

５

５

３

９

４

７

８

５

１

８

４

５

５

５

４

４

40 983
37 155
33 330
29 551

25 819

22 237
18 861
15 743
12917
10 409

０

６

５

５

５

　

１

８

０

４

２

３

７

３

８

９

　

３

５

４

４

４

８

６

４

３

２

　

１

１

610

346

378

410
443

０

５

７

４

４

　

２

８

８

１

８

４

５

５

６

６

　

７

８

８

９

９

1 065

1 135

1 205

1 281

1 372

1 481

1 604
1 741

1 899
2 075

２

４

６

８

０

　

２

３

５

６

７

２

２

７

３

８

　

７

１

２

０

８

1 854
1 541

1 251

990

764

３

８

６

３

４

　

７

40

95 415
95 053
94 659
94 233

93 771

93 270
92 719
92 114
91 450

90 727
89 947
89 109
88 210
87 246

86 215
85 114
83 945
82 703
81 378

５

１

３

２

３

　

６

０

４

８

２

９

４

７

９

９

　

７

４

８

０

１

９

８

６

４

２

　

０

８

５

３

０

56 981

53 664
50 199
46 596
42 874

39 072
35 240
31 436
27 678
24 012

20 530
17 279
14 304
11 636

9 292

7 276
5 580
4 187
3 069
2 196

０

７

３

６

０

　

９

５

０

６

４

２

　

３

3 UZ1 64U
2 925 894
2 830 479
2 735 426
2 640 767

４

２

３

４

０

　

９

３

６

６

６

５

７

４

７

６

　

２

４

５

４

２

６

２

９

６

４

　

３

２

２

３

５

４

５

５

６

７

　

８

９

０

１

２

５

４

３

２

１

　

０

９

９

８

７

1 637 970
1 551 755
1 466 641

1 382 696
1 299 993

1 218616
1 138 663
1 060 253
983 514
908 593

５

９

８

３

４

６

８

４

６

５

５

４

６

０

７

507 418
450 437
396 773
346 574
299 978

257 104
218 032
182 792
151 356
123 678

99 665
79 136
61 857
47 552
35 916

26 624
19 348
13 768
9 581

6511

4316
2 785
1 748

1 065

628

359

30 61

29 72
28 84
27 96

27 09
26 22
25 37
24 53
23 69

22 87
22 05
21 25
20 45
19 66

18 88

1811
17 35

16 59

15 84

15 10

14 38

13 66

12 97

12 29

11 63

10 99

10 37

9 78
921

8 66
8 14
7 64
716
6 70

6 27
5 87
5 48
512
4 79

４

２

９

６

４

４

４

３

３

３

3 24
3 03
2 85

2 67
251

2 36
221
2 08
1 96

1 84

1 73
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平 成 2 ■
１

年齢

χ

死亡率

″α χ

生存数

/χ

死亡数

″グχ

定常人 口 平均余命

θχ″∠χ ル
０

１

２

３

４

２

３

６

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

( 週

(月 )

(年 )

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

２

２

２

２

２

　

２

２

２

２

２

　

３

３

３

３

つ
０

　

３

３

３

３

３

　

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

0 000ノ 2

0 00015
0 00010
0 00008
0 00020
0 00015
0 00035
0 00038

0 00213
0 00031
0 00022
0 00015
0 00012

0 00011
0 00010
0 00008
0 00007
0 00007

0 00006
0 00006
0 00007
0 00007
0 00009

0 00011
0.00013
0 00016
0 00019
0 00022

0 00025
0 00028
0 00028
0 00029
0 00030

0 00031
0 00032
0 00033
0 00033
0 00034

0 00036
0 00038
0 00040
0 00043
0 00045

0 00049
0 00053
0 00058
0 00063
0 00068

0 00073
0 00078
0 00085
0 00094
0 00102

0 00110
0 00119
0 00128
0 00139
0 00151

０

９

９

９

８

８

８

８

０

９

９

９

９

９

９

９

０

９

９

９

９

９

９

９

100 000
99 787
99 756
99 734
99 719

99 707
99 696
99 687
99 678
99 671

４

８

２

５

８

　

９

８

５

９

０

６

５

５

４

３

　

２

１

０

８

７

99 548
99 522
99 495
99 467
99 438

99 408
99 377
99 345
99 312
99 279

99 245
99 210
99 173
99 133
99 091

99 046
98 998
98 945
98 888
98 826

５

８

１

２

３

　

３

２

０

８

４

７

６

６

５

４

　

３

２

１

９

８

Ｚ

５

０

８

０

５

５

８

213

31

22

15

12

11

13

16

19

22

５

７

８

９

０

　

１

２

３

３

４

　

５

７

０

２

５

　

８

３

７

２

７

　

２

７

４

２

０

２

２

２

２

３

　

３

３

３

３

３

　

３

３

４

４

４

　

４

５

５

６

６

　

一／

７

８

９

０

108

117

126

136

148

l Vlノ

1916
1916
1916
8 985
8 322

24 960
49 902

４

０

５

６

３

３

７

４

２

１

99 701

99 691

99 682
99 674
99 668

99 661

99 655
99 648
99 641

99 633

99 624
99 612
99 597
99 580
99 559

99 535
99 509
99 481

99 452
99 423

３

３

３

２

２

　

２

１

１

１

０

２

２

７

７

２

　

３

９

８

０

４

２

７

１

５

９

　

２

４

６

８

８

０

９

９

８

７

　

７

６

ｂ́

４

３

98 280
98 167
98 046
97 915
97 773

６

９

３

７

１

６

４

３

６

４

３

１

０

１

９

３

２

３

４

５

６

６

２

３

４

２

０

８

６

７

９

４

４

４

４

３

３

２

１

９

8 644 266
8 544 432
8 444 662
8 344 916
8 245 190

8 145 478
8 045 776
7 946 085
7 846 403
7 746 728

7 647 061
7 547 400
7 447 745
7 348 097
7 248 455

２

９

７

９

９

　

０

５

６

５

３

２

９

８

８

０

　

５

１

０

２

７

８

１

一ｂ

９

４

　

８

３

８

３

８

８

９

９

９

０

　

０

１

１

２

２

４

４

４

４

５

　

５

５

一ｂ

５

５

１

０

９

８

７

　

６

５

４

３

２

０

７

６

７

２

　

０

２

０

７

５

　

６

３

１

４

７

５

５

９

６

７

１

８

９

３

２

５

３

６

４

８

４

０

６

３

０

８

５

３

２

１

０

０

０

１

２

３

４

４

５

６

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

１

０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

０

９

８

７

６

６

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

４

４

４

4 666 495
4 567 772
4 469 123
4 370 555
4 272 075

4 173 691
4 075 411
3 977 244
3 879 198
3 781 283

86 44
86、 49

86 48
86 47
86 46
86 38
86 31

86 09

86 44
85 63
84 65
83 67
82 68

81 69
80 70
79 71

78 72
77 72

76 73
75 73
74 74
73 74
72 75

71 75
70 76
69 77
68 78
67 80

66 81

65 83
64 85
63 86
62 88

61 90
60 92
59 94
58 96
57 98

０

２

４

６

８

０

０

０

０

０

一／

６

一５

４

３

52 11

51、 13

50 16
49 19
48 22

47 25
46 29
45 32
44 36
43 40

42 44
41 49
40 54
39 59
38 65

「参考資料 lJを参照。
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女表生 命簡 易
年齢

χ

死亡率

″α/

生存数

/χ

死亡数

″グ χ

定常人 口 平均余命

θχ″∠ χ ル

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

　

０

１

２

３

４

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105 ～

U UU10b
0 00178
0 00192
0 00206
0 00219

0 00233
0 00250
0 00268
0 00290
0 00317

0 00343
0 00367
0 00390
0 00415
0 00446

0 00486
0 00534
0 00583
0 00638
0 00702

0 00780
0 00868
0 00967
0 01080
001214

0 01379
0 01565
0 01777
0 02016
0 02292

0 02610
0 02972
0 03390
0 03882
0 04455

0 05134
0 05901
0 06751
0 07682
0 08713

0 09868
0 11182
0 12590
0 13948
0 15379

0 16841
0 18336
0 19861
021417
0 23003

0 24618
0 26262
0 27934
0 29632
0 31355

1 00000

97 537
97 363
97 176
96 976

４

８

一ノ

９

０

95 457
95 130
94 780
94 410
94 018

93 599
93 144
92 647
92 107
91 519

90 876
90 168
89 385
88 520
87 564

86 501

85 309
83 973
82 481

80 817

78 965
76 904
74 618
72 089
69 290

４

４

８

８

５

０

０

９

０

７

46 443
41 859
37 179
32 498
27 965

23 664
19 679
16 071

12 879
10 121

7 793
5 874
4 331

3 122
2 197

1 508

:bl

174

187

200
213

226
241

258

278
303

328

350
370
392
419

５

７

０

８

３

　

９

３

４

６

３

５

９

４

８

４

　

０

８

６

５

６

４

４

５

５

６

７

７

８

９

０

1 193

1 335

1 493

1 663

1 852

１

６

０

８

７

　

９

６

０

３

３

０

２

５

７

０

　

３

７

９

２

４

８

８

８

３

０

　

８

０

９

５

２

　

１

４

１

２

８

４

４

４

４

４

　

３

３

３

２

２

　

１

１

１

1 508

97 451

97 271

97 077
96 871

96 652
96 419
96 169
95 902
95 611

95 295
94 957
94 597
94 216
93 811

93 374
92 899
92 380
91 817
91 203

８

３

０

０

２

　

６

３

１

４

８

２

８

６

５

４

　

１

５

４

６

０

一ｂ

７

９

０

０

９

６

２

６

９

０

９

８

８

７

５

４

３

１

９

77 952
75 780
73 375
70 713
67 772

64 530
60 976
57 126
53 010
48 674

44 161
39 524
34 833
30 215
25 792

21 642
17 841

14 439
11 463
8 921

０

３

１

７

４

８

０

７

６

８

3 388

3 683 b09
3 585 891
3 488 440
3 391 169
3 294 092

3 197 220
3 100 568
3 004 150
2 907 980
2 812 079

2 716 468
2 621 173
2 526 216
2 431 619
2 337 403

2 243 592
2 150 218
2 057 319
1 964 939
1 873 122

1 781 919
1 691 391
1 601 608
1 512 649
1 424 598

６

０

６

６

２

５

４

８

４

８

５

６

９

７

０

３

５

６

８

０

３

２

１

０

０

922 174
844 222
768 441

695 067
624 354

556 582
492 051
431 075
373 950
320 939

272 266
228 104
188 580
153 748
123 533

97 741

76 099
58 257
43 818
32 355

23 434
16 633
11 560
7 859
5 222

3 388

ノU

36 76
35 83
34 90
33 97

33 04
32 12
31 20
30 28
29 37

28 46
27 55
26 65
25 76
24 86

23 97
23_08
22 21

21 33
20 47

1961
18 76
17 92
17 09
16 27

15 46
14 67
13 90
1314
12 40

11 68
10 98
10 30
9 64
901

841
7 83
7 29
6 79
631

5 86
5 45
5 07
4 73
4 42

4 13
3 87
3 63
3 40
3 20

301
2 83
2 67
2 52
2 38

2 25
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参考資料 1 生命表諸関数の定義

死亡率

生存数

死亡数

定常人 口 ノχ及び 写

平均余命

平均寿命

寿命中位数

生存数

″ら

み

″4

○
ら

Ｏ
の

ちょうどχ歳に達した者がχ+η 歳に達しないで死亡する確率をχ歳以上

χttη 歳未満における死亡率 といい、これを″らで表す。特に ノら をχ歳の

死亡率といい、これを 9χ で表す。

生命表上で一定の出生者 ′θ人が、上記の死亡率に従つて死亡減少 してい

くと考えた場合、χ歳に達するまで生きると期待される者の数をχ歳にお

ける生存数 といい、これをみで表す。

χ歳における生存数み人のうちχ+η 歳に達しないで死亡すると期待され

る者の数をχ歳以上 χttη 歳未満における死亡数といい、これを″4で表

す。特にノ4を χ歳における死亡数といい、これを4で表す。

χ歳における生存数み人について、これらの各々がχ歳からχ十″歳に達

するまでの間に生存する年数の不日をχ歳以上 χ+″ 歳未満における定常人

口といい、これをメχで表す。即ち、常に一定の出生があって、これらの

者 が上記の死亡率 に従 って死亡す ると仮定す ると究極 において一定の人

口集団が得 られ るが、その集団の χ歳以上 χ+″ 歳未満の人 口に相 当す る。

特に ノZχ をχ歳における定常人 口といい、これ を Zχ で表す。更にχ歳にお

ける生存数み人について、これらの各々がχ歳以後死亡に至るまでの間に

生存する年数の和をχ歳以上の定常人口といい、これを■で表す。即ち、

上記の人口集団のχ歳以上の人口に相当する。ノχ、ムは

″Z.=∫∫
+η′′′ , ■=∫ル′″

により与えられる。

χ歳における生存数 み人について、これ らの者がχ歳以降に生存する年数

の平均をχ歳における平均余命 といい、これをみで表す。

χ歳の平均余命は次式により与えられる。

0歳における平均余命 θθを平均寿命 とい う。

生命表上で、出生者の うちちょうど半数が生存 し、半数が死亡すると期待

される年数を寿命中位数 とい う。これは次式を満たす αとして与えられる。

′α=上
2

民

一
４

〓

０

θ

平均寿命について|よ 、①と②の面積が等しいところ.

寿命中位数については、生存数が半数となるところ。

寿命中位数

８

・・

０
４



参考資料 2 平均余命の年次推移

*印 は完全生命表、その他は簡易生命表による。
昭和46年以前は、沖縄県を除く値である。
「…」は表章されていない。

注 :1)
2)

3)

年 次 男 女

西 暦 和 暦 0歳 90 0富駐 20 40

*1947
48
49
50

*1950-1952
1951

52
53
54

*1955
56
57
58
59

７

８

９

　

０

１

２

３

４

０

１

２

３

４

０

１

２

３

４

*1965
66

*1975
76
77
78
79

*1985
86

*1990
91

92
93
94

*1995
96
97
98
99

*2000
01

02
03
04

*2005
06
07
08
09

*田日本口22
23
24
25

*25-27
26
27
28
29

０
１
２
３
４
　
５
６
７
８
９
　
０
１
２
３
４
　
５
６
７
８
９
　
０
１
２
３
４
　
５
６
７
８
９
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参考資料 3  死因別死亡確率と特定死因を除去した場合の
平均余命の延びの推移

(1)死因別死亡確率の推移 (0歳・65歳・75歳・90歳 )

主 要 死 因 年齢
弓 女

平成 171 18年 19年 20`手 21年 平成17勾 18年 19年 20年 21年

悪 性 新 生 物

0歳

65

75

90

29 88

29 30

25 59

14 68

29 97

29 37

25 81

15 00

30 10

29 50

26 00

14 98

29 98

29 39

25 94

14 91

29 90

29 40

26 12

15 50

20 54

18 63

16 37

9 83

20 56

18 68

16 44

9 92

20 56

18 69

16 49

9 87

20 49

1861

16 39

9 74

20 63

18 82

16 63

9 96

心   疾   患
(高血圧性を除 く)

0歳

65

75

90

4 88

516
5 57

7 27

4 87

518
5 63

7 47

4 67

4 97

5 42

7 27

4 74

5 00

5 43

741

4 68

4 93

5 37

7 25

19 17

19 97

20 55

21 40

19 24

20 04

20 64

21 48

19 16

19 97

20 56

21 42

19 13

19 93

20 52

21 51

19 09

19 87

20 47

21 53

脳 血 管 疾 患

歳 1 57

218
2 78

2 97

116
1 66

219
2 42

0 80

1 25

171

1 84

0 42

0 83

1 24

1 03

0 08

0 44

0 79

0 79

14 52

15 01

15 41

15 37

3 77

4 22

4 58

4 35

3 29

371

4 06

4 07

2 75

3 13

3 45

3 46

211
2 45

2 73

2 57

月市 炎

0扇 12 46

14 14

16 16

22 07

2 47

411

5 99

1 39

2 53

4 13

5 98

1 70

2 50

4 06

5 85

1 00

12 20

13 72

15 39

`0 07

1201

12 75

13 55

16 21

2 07

2 80

3 57

6 20

1 34

2 55

3 28

5 64

1 74

2 43

3 13

5 33

1 35

1 99

2 65

4 68

不 慮 の 事 故

0歳

65

75

90

3 82

311

301

2 73

3 66

3 03

2 95

2 62

351
2 95

2 86

2 52

3 47

2 92

2 82

2 47

3 47

2 98

2 90

261

2 75

2 53

2 44

1 96

2 64

2 44

2 35

1 87

2 67

2 50

241
1 97

261

2 46

2 38

1 94

2 57

241

2 34

1 92

交通事故 (再掲 )

0歳

65

75

90

091
0 47

0 37

012

0 82

0 42

0 33

011

0 73

0 39

031
0 12

0 67

0 37

0 29

0 10

0 66

0 37

0 30

013

0 42

0 29

0 22

0 06

0 38

0 28

021

0 05

0 37

0 27

0 20

0 05

031

0 23

0 18

0 04

031
0 23

0 18

0 05

自 殺

0歳

65

75

90

2 65

0 82

0 53

0 33

2 57

0 82

0 53

0 30

2 64

0 89

0 57

0 32

2 59

0 82

0 53

0 28

2 67

0 84

0 54

031

1 06

0 47

0 34

013

1 09

0 48

0 33

012

1 12

0 49

0 33

0 13

1 10

0 46

031

011

1 08

0 45

0 30

011

腎 不 全

0歳 1 90

2 10

2 30

2 80

1 99

219
2 39

2 94

1 97

218
2 38

2 90

2 00

221
2 42

2 98

2 05

2 26

2 45

3 00

2 43

2 55

2 66

2 78

2 48

261

2 70

281

2 44

2 57

2 67

2 73

241

2 54

2 63

2 67

2 42

2 54

2 63

2 73

肝 疾 自
い

0扇 141
0 96

0 65

0 36

1 40

0 95

0 66

0 36

1 37

0 95

0 65

0 39

1 34

0 93

0 64

0 40

1 32

0 92

0 64

0 36

0 85

0 77

0 67

0 38

0 83

0 76

0 66

0 34

0 82

0 75

0 65

0 33

0 83

0 75

0 65

0 32

081
0 74

0 65

0 35

糖 尿 病

0篇 1 08

1 03

0 89

0 62

1 09

1 04

091

0 58

110
1 05

0 93

0 64

112
1 08

0 95

0 65

1 08

1 04

0 94

0 67

117
118
113
0 78

112
1 13

1 08

0 76

115
116
112
081

116
1 18

114
0 82

111

113
1 09

0 79

高 血 圧 性 疾 患

0歳 0 44

0 48

0 53

0 80

0 44

0 47

0 52

0 78

0 47

0 50

0 55

0 80

0 46

0 49

0 53

0 77

0 44

0 46

0 50

0 76

0 92

0 98

1 04

1 37

091

0 96

1 03

1 29

091

0 97

1 02

131

0 88

0 93

0 98

1 25

0 89

0 94

0 99

1 26

結 核

0歳 0 29

0 30

0 33

0 29

0 28

0 29

031
0 26

0 26

0 27

0 29

0 23

0 26

0 28

031
031

0 25

0 26

0 28

0 30

0

0

0

0

4

4

4

0

014
0 14

0 14

0 09

013
0 14

0 14

0 09

013
0 14

014
0 09

0

0

0

0

14

15

15

10

老 一哀

0蔵 2 02

2 36

2 90

717

2 23

2 59

315
751

2 37

2 74

3 32

7 85

2 57

2 97

3 58

8 62

2 79

3 22

3 86

8 89

617
6 63

7 25

11 90

6 78

7 27

7 92

12 92

7 22

7 73

8 40

13 58

7 85

8 40

911

14 61

8 50

9 08

981
15 40

3   人   タヒ   囚

(悪性新生物、

心疾患、
脳血管疾患 )

0蔵 bb 33

56 63

53 95

44 92

bb UU

56 21

53 63

44 89

bb b′

55 72

53 13

44 09

l

55 22

52 61

43 35

b4 6b

54 77

52 28

43 54

b4 23

53 61

52 33

46 60

53 57

52 94

51 66

45 76

53 02

52 37

51 11

45 36

b2 65

51 67

50 35

44 70

5 1

51 13

49 82

44 06
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(2)特定死因を除去した場合の平均余命の延び (0歳・65歳・75歳 口90歳 )

( )

主 要 死 因 年齢
女

平成17舞 18年 19年 201「 21年 平成 171 18年 19年 201F

悪 性 新 生 物

0歳 4 00

3 07

2 03

0 58

4 02

3 09

2 07

0 58

4 04

312
2 10

0 60

3 99

3 09

2 09

0 59

3 98

311
2 12

0 63

3 02

2 03

141
0 47

301
2 03

141
0 45

301
2 03

1 42

0 45

301
2 03

1 42

0 45

3 03

2 07

1 46

0 48

′b 疾 昌
〔

(高血圧性を除く)

0歳

65

75

90

1 60

1 22

1 03

0 70

1 5 7

121
1 03

0 68

1 5

1 20

1 02

0 69

1 54

119
101
0 69

1 55

119
1 02

0 69

73

63

53

12

66

56

47

01

65

57

47

03

64

56

47

04

65

56

48

09

脳 血 管 疾 患

0歳 1 13

0 95

0 83

051

1 09

0 90

0 79

0 46

1 06

0 88

0 77

0 45

1 02

0 84

0 73

041

1 00

0 82

071
041

29

19

11

76

19

09

01

64

115
1 05

0 97

0 64

110
1 00

0 93

061

1

0 96

0 89

0 59

月市 炎

0歳 0 94

0 99

1 02

0 95

0 92

0 97

1 00

0 86

0 94

0 98

101
091

0 93

0 97

0 99

0 86

091
0 95

0 97

0 83

0 88

0 89

0 90

081

0 84

0 85

0 85

0 72

0 83

0 84

0 84

071

0 83

0 83

0 83

0 70

0 80

081
081
0 69

不 慮 の 事 故

0歳

65

75

90

0 66

0 25

0 19

0 10

061
0 24

019
0 09

0 58

0 24

018
0 09

0 56

0 24

018
0 09

0 55

0 24

019
0 09

0 38

0 22

018
0 09

0 35

021
017
0 08

0 35

021
017
0 08

0 33

021
017
0 08

0 33

021
017
0 09

1卸
調

0歳

65

75

90

0 25

0 05

0 03

001

0 23

0 04

0 02

0 00

0 20

0 04

0 02

001

018
0 04

0 02

0 00

017
0 04

0 02

001

011
0 04

0 02

001

0 09

0 04

0 02

0 00

0 09

0 03

0 02

0 00

0 07

0 03

0 02

0 00

0 07

0 03

0 02

001

自 殺

0廊晏

65

75

90

0 09

0 04

0 02

0

0 09

0 04

001

0 77

010
0 04

001

0 78

0 09

0 04

001

081
0 09

0 04

001

0 34

0 06

0 03

001

0 35

006
0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

0 36

0 06

0 03

001

腎 不 全

0歳

65

75

90

5

4

3

0

0

0

0

0

5

4

3

0

015
0 14

0 14

010

0

0

0

0

5

5

4

0

0

0

0

0

6

5

4

018
0 18

0 17

013

0

0

0

0

0

0

0

0

8

8

7

2

018
0 18

017
011

0

0

0

0

8

8

7

2

肝 疾 患

0歳 0 25

0 10

0 05

0 02

0 25

0 10

0 05

001

0 24

0 10

0 05

001

0 23

0 10

0 05

001

0 23

0 10

0 05

001

2

0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

0 12

0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

012
0 08

0 06

0 02

糖 尿 病

0歳 0 13

0 09

0 06

0 03

0 13

0 09

0 06

0 02

0 13

0 09

0 06

0 02

013
0 10

0 06

0 02

013
0 09

0 06

0 03

012
011
0 09

0 04

0 12

0 10

0 08

0 03

0 12

0 10

0 08

0 04

011
0 10

0 09

0 04

011
0 10

0 08

0 04

高 血 圧 性 疾 患

0歳

65

75

90

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0 03

0

0 03

0 03

0 03

0 04

0 03

0 03

0 03

0 04

0 03

0 03

0 03

0 06

0 06

0 06

0 07

0 06

0 06

006
0 05

0 06

0 06

0 06

0 05

0

0 06

0 05

0 05

0 06

0 06

0 06

0 05

結 核

0歳

65

75

90

0 03

0 02

0 02

0 02

0 03

0 02

0 02

001

0 02

0 02

0 02

001

0 02

0 02

0 02

001

0 02

0 02

0 02

001

0 02

0 02

001
001

0

0

0

0

001
001
001
001

0

0

0

0

3 大 死 因

(悪性新生物、
心疾患、

脳血管疾患)

0歳 8 49

6 85

5 24

251

1

6

5

2

b Zb

6 64

510
2 32

8 l

651
4 99

2 24

b 04

6 48

5 00

2 30

′ bU

6 39

5 46

331

ノ ZU

591
5 00

2 74

7 1 2

5 86

4 97

2 77

/ UU

5 75

4 86

2 72

b yV

5 75

4 89

2 78

注 :3大死因のそれぞれの死因を単独に除去した場合には、その他の 2死因は除去されていない

(例 えば、悪性新生物を除去したとしても心疾患や脳血管疾患での死亡はあるものと考える)

ことから、3大死因のそれぞれの死因を除去した場合の平均余命の延びを合計したものは、
3大死因を同時に除去した場合の平均余命の延びよりも小さいものとなる。

死  因 左記特定死因を除去 した場合におけるその死因で死亡 していた者の死亡状況

3大死因 3大死因以外で亡くなる

悪性新生物 悪性新生物以外で亡くなる (心疾患・脳血管疾患でも亡くなる)

心 疾 患 心疾患以外で亡くなる (悪性新生物・1図血管疾患でも亡くなる)

脳血管疾患 脳血管疾患以外で亡くなる (悪性新生物・心疾患でも亡 くなる)
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